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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンン
ののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因ととと
なななるるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

この機械は専門業務に従事するプロのオペレータが
運転操作することを前提として製造された作業用車
両です。各種の作業に必要な人や資材を運ぶため
の車両として作られています。この車両が安全に
運ぶことのできる人間は、運転者およびその隣の
所定の座席に座る運転助手です。荷台は人を運ぶ
のに適しておりません。

この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOCシート規格適合証明書をご
覧ください。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーーククク
アアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。CPRC 4126ののの定定定
めめめににによよよりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地
帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令
ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいい
ままますすす。。。他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、
人身事故につながります。事故を防止するため、以
下に示す安全上の注意や安全注意標識のついている
遵守事項は必ずお守りください。これは 注注注意意意、警警警
告告告、危危危険険険など、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重
大な人身事故が発生することがあります。

運運運転転転操操操作作作
• 運転中は必ず全員が着席し、シートベルトを着

用てくださいオペレータは、可能な限り両手で
ハンドルを握り、助手席の人は必ず安全手すり
を握ってください。また、手足を車外に出さな
いようししてください。荷台やアタッチメント
の上には絶対に人を乗せないでください。助手
席の人はブレーキや急ハンドルに無警戒である
ことが多いのでオペレータからの十分な配慮
が必要です。

• 過積載は絶対にやめてください。 銘板ダッシュ
ボード中央の下側にありますで、積載限度を確
認してください。アタッチメントにも過負荷を
掛けないでください。また、所定の車両総重量
GVWの範囲内で使用してください。

• エンジンを始動させるときには

– 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かってい
ることを確認する。

– PTO装備車ではPTOを解除、ハンドスロッ
トル装備車ではハンドスロットルをOFF位
置とする

– 油圧昇降レバーが中央位置になっているのを
必ず確認しておくこと。

– シフトレバーをニュートラル位置にし、ク
ラッチを踏み込む。

– アクセルから足を離す。

– 始動キーを ON位置に回す。グロープラグ・
インジケータが消灯したら、エンジンを始動
できる。

– 始動キーを START位置に回す。

注注注 始動スイッチが START位置に戻ってからさ
らに15秒間、グロープラグ・インジケータが点
灯します。

• 運転には十分な注意が必要です安全への注意が
おろそかになると、転倒など思わぬ事故とな
り、けがや死亡など重大な結果を招きます。運
転は常に慎重に。転倒や暴走事故を防止するた
めに以下の点にご注意ください

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な場所な
どでは必ず減速し、安全距離を取り、十分な
注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を怠らな
いでください。

– 急な斜面を走行する場合には安全に特に注意
する。斜面では通常はまっすぐに上るか下る
かする。小さな旋回をする時や斜面で旋回を
行う時には必ず減速する斜面での旋回は可能
な限り避ける。

– ぬれた場所、スピードが出ている時、満載状
態などでの運転には十二分の注意を払う。満
載状態では停止時間が長くなることを忘れず
に。斜面の上り下りに入る前にシフトダウン
しておくこと。

– 荷台に積み込む時は、荷重が均等になるよう
に分散させること。荷物が荷台からはみ出る
場合には特に注意が必要。また、重心が偏っ
ていて荷台の中心に重心がこない物を運ぶ場
合には特に注意が必要。なるべくバランス良
く積み、ずれないように配慮する。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から前
進、あるいは前進から後退への切り替えは、
完全に停止する。

– 急旋回など突然の操作は、その後の運転制
御が不安定になりやすく事故のもとである
から行わない。

– 交差点や曲がり角などの危険箇所で他の車両
の追い抜きをしない。

– ダンプするときは後方に人がいないのを必ず
確認する 人の足元にダンプしないこと。テー
ルゲートのラッチを外す時は車の後ろでな
く横に立って行う。

– 無用の人間を近づけない。バックするときに
は、後方の安全に注意し、マシンの後部に人
がいないことを十分に確認する。後退時は
速度を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断すると
きは周囲の交通に注意する。歩行者や他の車
両に対し、常に道を譲る心掛けをもつ。本装
置は行動や高速道路を走行するための車両で
はない。右左折などの進路表示は常に早めに
行い、他車の注意を喚起すること。その他交
通ルールを守って運転する。

– 爆発性のチリやガスが空気中に含まれている
所では絶対にこの車を運転しない。爆発性の
物質が空気中に存在する所では本機の電気系
統や排気系統からの火花が爆発を引き起こす
可能性がある。

– 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった木
の枝、門、歩道橋などの下を通り抜けるとき
は安全を必ず確認してください。

– 安全に確信が持てない時は作作作業業業ををを中中中止止止して責
任者に報告し、その指示に従ってください。

• エンジンの回転中や停止直後は、エンジン本
体、トランスアクスル、ラジエター、マフラー、
排気管などに触れると火傷の危険がありますか
ら手を触れないでください。

• 万一、車体が異常な振動をした場合は、直ちに
車両を停止させ、エンジンを止め、機械の全動
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作が停止するのを待ち、それから点検にかかっ
てください。破損部は必ず修理交換してから作
業を再開してください

• 運転席を離れる前に

1. マシンの動作を完全に停止させる。

2. 駐車ブレーキを掛け、

3. キーを OFF位置に回す。

4. 始動キーを抜き取る。

注注注 斜面に停車する場合には、車両から降
りたら必ずタイヤに輪止めを掛けてくだ
さい。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

ブブブレレレーーーキキキ操操操作作作

• 障害物に近づく前に十分減速してください。こ
れにより、停止や回避のための余裕が生まれま
す。衝突事故は、ご自身や同乗者を負傷させる
恐れがあります。さらに、車両や衝突相手の機
材を損傷してしまいます。

• 停止や旋回は車両総重量と大きな関係がありま
す。積載重量が大きいときには停止も旋回も難
しくなります。積載重量が大きいほど停止に掛
かる時間が長くなります。

• 荷台を外して車両後部に何も装着しないで運転
する場合にはスピードを控えめにしてくださ
い。 車両後部が軽いとブレーキを掛けたときに
後輪がロックしやすくなって危険です。

• ターフも普通の路面も、ぬれているときには非
常に滑りやすくなります。停止距離も、路面が乾
いているときの2倍から4倍の長さが必要になりま
す。また、深い水溜りに入ってブレーキがぬれ
ると、乾燥するまでブレーキが利かなくなりま
す。水溜りを抜けたあとは速度を落としてブレー
キテストをしてください。ブレーキが利かなく
なっていたら、平らな場所で、ブレーキペダル
を軽く踏み込んだまましばらく低速で運転しま
しょう。こうするとブレーキが早く乾きます。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転

警警警告告告
斜斜斜面面面でででははは転転転倒倒倒しししやややすすすくくくなななるるる上上上、、、斜斜斜面面面ををを登登登りりりききき
れれれななないいいととときききにににはははエエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししてててしししまままううう場場場
合合合もももああありりりままますすす。。。あああわわわてててるるるととと人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす
危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

• 急急急斜斜斜面面面ににに乗乗乗りりり入入入れれれななないいいこここととと。。。

• 下下下りりり坂坂坂ででで、、、特特特ににに荷荷荷ををを積積積んんんでででいいいるるる場場場合合合にににははは、、、
急急急加加加速速速ややや急急急ブブブレレレーーーキキキをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 斜斜斜面面面でででバババッッッテテテリリリーーー切切切れれれををを起起起こここすすすなななどどど、、、斜斜斜面面面ををを
登登登りりりきききれれれなななくくくなななっっったたた場場場合合合にににははは、、、バババッッックククでででまままっっっ
すすすぐぐぐ下下下るるる。。。決決決しししててて旋旋旋回回回しししよよようううとととしししななないいいこここととと。。。

• 斜斜斜面面面でででははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととししし、、、慎慎慎重重重ににに運運運転転転
すすするるるこここととと。。。

• 斜斜斜面面面上上上でででののの旋旋旋回回回ははは避避避けけけてててくくくだだださささいいい。。。

• 積積積荷荷荷をををなななるるるべべべくくく軽軽軽くくくししし、、、速速速度度度ををを落落落とととしししててて運運運
転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 斜斜斜面面面でででののの停停停止止止、、、特特特ににに荷荷荷ををを積積積んんんだだだままままままでででののの停停停
止止止ははは避避避けけけてててくくくだだださささいいい。。。

斜面では、さらに以下に述べるような点にも注意
が必要です。

• 斜面の手前上る前や下る前では、減速してく
ださい。

• 坂を登りきれないでエンストしたり、エンスト
しそうになったりした時はまず落ち着いてゆっ
くりとブレーキを踏み、必ずバックでまっすぐ
に ゆっくりと下がってください

• 斜面を走行しながらの旋回は危険です。斜面で
どうしても旋回しなければいけないときは、十
分に減速し、慎重に操作してください。絶対に
急旋回や小さなターンをしないでください。

• 車両重量が大きいときは斜面での安定性が悪く
なります。斜面で運転する時や重心の高いものを
積んで走る時には重量をなるべく軽くし、速度を
落として運転してください。 荷台に資材を積む
場合には、荷崩れを起こさないようにしっかり
と固定してください。特に、荷崩れしやすいも
の液体、石、砂などは十分固定してください。

• 斜面での停止、特に荷を積んだままでの停止は
避けてください。下り坂では平地に比べて停止
に長い距離が必要になります。どうしても斜面
で停止しなければならない場合には、急停止に
よる転倒の危険を避けるために慎重に車両を制
御してください。 バックで斜面を下っていると
きに急ブレーキを掛けると後方に転倒する危険
が高くなります。

• この車両を法面で使用する場合には、ROPSキッ
トオプションの取り付けをご検討ください。

5
 



不不不整整整地地地でででののの運運運転転転

不整地、ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の
近くなど路面が一定でない場所では必ず減速してく
ださい。また、そのような場所を走行する場合に
は、積荷を減らしてください。車体が揺れると重心
が移動し、運転が不安定になります。

この車両を不整地で使用する場合には、ROPSキッ
トオプションの取り付けをご検討ください。

警警警告告告
路路路面面面ののの急急急変変変化化化ががが起起起こここるるるとととハハハンンンドドドルルルががが突突突然然然回回回転転転
ししし、、、手手手ややや腕腕腕にににけけけがががをををすすするるる場場場合合合がががあああるるる。。。

• 凹凹凹凸凸凸のののあああるるる場場場所所所でででののの走走走行行行ややや縁縁縁石石石ををを乗乗乗りりり越越越えええ
るるるととときききなななどどどははは減減減速速速すすするるる。。。

• ハハハンンンドドドルルルははは円円円周周周部部部をををやややわわわらららかかかくくく握握握りりり、、、両両両親親親
指指指がががスススポポポーーークククかかかららら離離離れれれててて上上上向向向きききににになななるるるよよよううう
ににに保保保持持持すすするるる。。。

積積積荷荷荷ののの安安安全全全ななな積積積みみみ下下下ろろろししし

乗員や積荷の重量や積載方法によって車両の運転感
覚が変わります。 制御不能に陥ったり転倒事故を
起こしたりしないよう、以下の注意事項をきちん
と守ってください

• 荷台に荷物を積んで運転するときや、トレーラ
などの牽引を行う場合、またこれらを同時に行
う場合には、定格積載重量や定格牽引重量を
守ってください。仕様 (ページ 18)を参照。

• 法面や不整地で運転する場合には、より一層の
注意を払ってください。特に、荷台に荷物を積
んで運転しているときや、トレーラなどを牽引
しているときは慎重に運転してください。

• 背の高い荷物を積んで走行する場合も一層の
注意が必要です。

• 積載方法重量配分が不適切であると、車両が不
安定になり、運転が難しくなります。

• また、荷台からはみ出すように積載した場合
も、車両の安定性が損なわれます。

• 積荷の重量が荷台に固定されていないたとえ
ば液体の入った大きなタンクを積んだ場合な
どと、ステアリング、ブレーキ、全体的な走行
安定性が悪くなります。

警警警告告告
荷荷荷台台台ははは相相相当当当ののの重重重さささににになななるるる。。。万万万一一一手手手なななどどどををを挟挟挟
まままれれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

– 荷荷荷台台台ををを降降降ろろろすすすととときききにににははは、、、荷荷荷台台台ににに手手手やややそそそ
ののの他他他ののの部部部分分分ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。

– 周周周囲囲囲ににに人人人がががいいいるるる場場場所所所でででダダダンンンプププ操操操作作作をををししし
ななないいい。。。

• 斜面を横切るように駐車したでは、絶対にダン
プ操作をしないでください。 重心の急変により
車両が転倒する危険があります。

• 重い積荷を積んで走行しているときには、速度
に注意し、常に安全な停止距離を確保してくだ
さい。 急ブレーキは絶対につつしみましょう。
斜面ではより慎重な運転を心がけましょう。

• 重い物を積んでいるときは停止距離が長くな
り転倒しやすくなっていることを忘れないで
ください。

• 荷台は荷物専用のスペースです。人を乗せない
でください。

• 過積載は絶対にやめてください。 銘板ダッシュ
ボード中央の下側にありますで、積載限度を確
認してください。アタッチメントにも過負荷を
掛けないでください。また、所定の車両総重量
GVWの範囲内で使用してください。

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レ
ベルが 82 dBAであることが確認されています ただ
しこの数値には不確定値K1 dBAが含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 11201に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

• 右手の振動レベルの実測値 = 0.41 m/s2

• 左手の振動レベルの実測値 = 0.2 m/s2

• 不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 1032に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

• 振動レベルの実測値 = 0.3 m/s2

• 不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 1032に定める手順に則って実施さ
れています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなくなったも
のは必ず新しいものに貼り替えてください。

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告 高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険 オペレーター
ズマニュアル を読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

115-7813

1. 電源ソケット 10A 5. ヘッドライト, ブレーキ 15A
2. 電源スイッチ 10A 6. ハザード 10A
3. 燃料ポンプ, 速度規制ス

イッチ 10A
7. 4WD, トランスミッション 10A

4. ホーン, 電源ソケット 15A

115-2047

1. 警告 高温部に触れないこと。

115-7740

1. 警告 トレーラの最大重量は 680 kg トングの最大重量は
90 kg。

2. 警告 牽引重量が 680 kg以上の場合はトレーラ用ブレーキが
必要 トレーラの最大重量は 1591 kg、トレーラ用ブレーキ付
きの場合のトングの最大重量は 273 kg。

115-7723

1. 警告 油圧オイルの圧力は 124 bar124 kg/cm2=1800 PSI。

2. カップラ A
3. カップラ B
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115-2282

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り付けて運転すること。

3. 周囲の人間に打撲や手足の負傷の危険 周囲に人を近づけないこと 荷台に人を乗せないこと 乗車中は手足を車両外に出さないこ
と シートベルトを着用し、手すりを握ること。

115-7746

1. 警告講習を受けてから運転すること。 3. 火災の危険 燃料補給前にエンジンを止めること。

2. 警告 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジン
を停止し、キーを抜くこと。

4. 転倒の危険 斜面では速度を落とし、旋回はゆっくり行い、慎重
に低速で走行すること 最高速度 32 km/h を超えないように走行
すること 大量の荷物や重い荷物を積んでいる時、そして凹凸
の激しい場所では低速で走行すること。

106-2355

1. 低速 3. トランスミッション 高速運
転禁止

2. 高速

115-7741

1. トランスミッションオイル関連の整備前に オペレーターズマ
ニュアル を読むこと

106-2353

1. 電気ソケット

105-4215

1. 警告 挟まれないように注意

93-9868

1. 手を潰される危険オペレーターズマニュアル を読むこと。
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バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと 爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止

115-7739

1. 転落、衝突、周囲の人への危険 人を乗せないこと。

93
-9

89
9

93-9899

1. 落下の危険 シリンダロックを装着すること。

115-7756

1. ハイフロー油圧: ON

93-9879

1. 負荷が掛かっている危険 オペレーターズマニュアル を読
むこと

93-9850

1. 修理や改造をしないことオペレーターズマニュアル を読む
こと。

106-7767

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 転倒注意 シートベ
ルトを着用すること 転倒方向と反対側に身体をそらすこと。
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106-2377

1. ロック 8. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. デファレンシャルロック 9. シャフトに巻き込まれる危険 周囲の人を十分に遠ざけること。

3. ロック解除 10. 油圧シリンダ縮む

4. 油圧ロック 11. 油圧シリンダ伸びる

5. 入 12. トランスミッション 高速

6. PTO 13. トランスミッション 低速

7. 切 14. 駐車ブレーキ

115-2281

1. ヘッドライト 4. エンジン ― 作動

2. 警笛 5. エンジン ― 始動

3. エンジン ― 停止
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121-6286

1. エンジン冷却液の点検を
する前に オペレーターズ
マニュアル を読んでくださ
い。

2. 冷却液は、ラジエターに直
接入れないで、補助タンク
に入れてください。

121-6287

1. 補給口の根元まで冷却液を入れる。

93-9852

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 2. 落下の危険 シリンダロックを装着すること。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 ハンドル 1 ハンドルを取り付けますTCモデルの場
合のみ

ROPSフレーム 12 ボルト (1/2 インチ) 6 ROPS横転保護バーを取り付けます。

3 必要なパーツはありません。 – エンジンオイル、トランスアクスル/油圧オ
イル、ブレーキオイルの量を点検する。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるるTCモモモデデデルルル
ののの場場場合合合のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

手手手順順順

1. ハンドルの背面でセンターカバーを止めつけ
ているタブ耳を外し、ハンドルのハブからセ
ンターカバーを外す。

2. ハンドルシャフトからロックナットとワッ
シャを外す。

3. ハンドルとワッシャを順に取り付ける。 車両
が真っ直ぐ前進する時にハンドルが正面を向
くスポークがT字になるようにハンドルの位
置を調整する。

注注注 出荷時に、ハンドルシャフトにダストカ
バーを取り付けています。

4. ハンドルをハンドルシャフトにはめ込み、
ロックナットで固定する (図 3)。ロックナッ
トを、 24-29 Nm 2.5-3.0 kg.m=18- 22 ft-lbにトル
ク締めする。

図図図 3

1. ハンドルシャフト 5. ワッシャ

2. ダストカバー 6. ロックナット

3. ハンドル 7. カバー

4. ハンドルについているタブ
耳用のスロット

8. カバーについているタブ

5. ハンドルのセンターカバーをハンドルのスロッ
トに合わせて押し込み、センターカバーをハ
ンドルハブに固定する図 3。
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2
ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーををを取取取りりり付付付けけけ
るるるTCモモモデデデルルルののの場場場合合合のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ROPSフレーム

6 ボルト (1/2 インチ)

手手手順順順

1. ROPSの各サイドについている穴を、 図 4のよ
うに車両フレーム側面の取付け穴に揃える。

図図図 4

1. ROPS取り付けブラケット 2. フランジボルト1/2 x 1-1/4
インチ

2. ROPSの両側をフランジボルト3本、1/2 1-1/4イ
ンチでフレームに固定し、115 Nm11.8 kg.m=85
ft-lbに締め付ける。

3
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. エンジンを初めて作動させる前と後に、エン
ジンオイルの量を点検する エンジンオイルの
量を点検する (ページ 19)を参照。

2. エンジンを初めて作動させる前に、トランス
アクスル/油圧オイルの量を点検する トランス
アクスル/油圧オイルの量を点検する (ページ
22)を参照。

3. エンジンを初めて作動させる前に、ブレーキ
オイルの量を点検する ブレーキオイルの量の
点検 (ページ 24)を参照。
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製製製品品品ののの概概概要要要
各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルル

アクセルペダル図 5はエンジンの回転数を変化させ
るペダルで、トランスミッションにギアの入った状
態でアクセルを操作すると走行速度を変えること
ができます。ペダルを踏み込むとエンジンの回転
数が上がって走行速度が上がります。ペダルから
足をはなすとエンジンの回転数が下がって走行速
度が下がります。

図図図 5

1. クラッチペダル 3. アクセルペダル

2. ブレーキペダル

クククラララッッッチチチペペペダダダルルル

エンジンを始動する時やトランスミッションのギア
操作を行なう場合には、このクラッチペダル図 5を
一杯に踏み込んでクラッチを外してください。トラ
ンスミッションにギアが入ったら、滑らかな動作で
クラッチペダルから足をはなしてください トランス
ミッションやその他の機器に無用な磨耗を招かない
よう、スムーズに操作してください。

重重重要要要 走走走行行行中中中ははは、、、クククラララッッッチチチペペペダダダルルルににに足足足をををのののせせせたたたまままままま
ででで走走走行行行しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククラララッッッチチチペペペダダダルルルかかかららら完完完全全全
ににに足足足をををはははなななしししててておおおかかかななないいいととと、、、クククラララッッッチチチががが発発発熱熱熱しししててて
磨磨磨耗耗耗しししままますすす。。。坂坂坂道道道ででで半半半クククラララッッッチチチででで車車車両両両ををを斜斜斜面面面ににに停停停
止止止さささせせせるるるここことととははは絶絶絶対対対にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククラララッッッ
チチチががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 5は走行速度を下げたり車両を停
止させるのに使用します。

注注注意意意
ブブブレレレーーーキキキががが磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり調調調整整整ががが狂狂狂っっったたたりりりすすするるるととと人人人
身身身事事事故故故ののの原原原因因因とととなななるるる。。。ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルルををを一一一杯杯杯
ににに踏踏踏みみみ込込込んんんだだだ時時時、、、ペペペダダダルルルととと運運運転転転台台台ののの床床床とととののの距距距
離離離ががが 38 mm以以以下下下とととなななるるるよよようううなななららら調調調整整整まままたたたははは修修修
理理理ががが必必必要要要ででであああるるる。。。

ギギギアアアシシシフフフトトトレレレバババーーー

クラッチペダルを一杯に踏み込んでからシフトレ
バー図 6を希望するギア位置にシフトします。シフ
トパターンは下の図に示すとおりです。

図図図 6

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退へへへ、、、あああるるるいいいははは後後後退退退かかかららら前前前進進進へへへののの
切切切りりり換換換えええははは、、、車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててて行行行なななっっってててくくくだだだ
さささいいい。。。こここれれれををを守守守らららななないいいととと、、、トトトララランンンスススアアアクククスススルルルががが破破破損損損
すすするるるおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意
スススピピピーーードドドををを出出出しししたたた状状状態態態かかかららら急急急にににシシシフフフトトトダダダウウウンンンすすす
るるるととと後後後輪輪輪がががスススリリリッッップププすすするるる場場場合合合がががああありりり、、、危危危険険険ででであああ
るるるばばばかかかりりりかかか、、、クククラララッッッチチチやややトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを
破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれもももあああるるる。。。ギギギアアアににに無無無用用用ののの負負負担担担ををを掛掛掛
けけけななないいいよよよううう、、、シシシフフフトトトはははスススムムムーーーズズズににに行行行うううこここととと。。。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッッククク

デファレンシャルロックは後部車軸の作動ギアを
ロックして走行力を増強する働きがあります。デ
ファレンシャル・ロック図 7は、走行中でも操作で
きます。ロックするには、レバーを前へ、そして
右へ動かします。

注注注デファレンシャル・ロックの操作には車両が動い
ていることと、少しの旋回動作が必要です。

注注注意意意
デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル・・・ロロロッッックククをををしししたたたままままままででで旋旋旋回回回
すすするるるとととハハハンンンドドドルルル制制制御御御ががが不不不能能能ににになななるるる場場場合合合がががああありりり
危危危険険険ででであああるるる。。。小小小さささななな旋旋旋回回回をををすすするるるととときききややや高高高速速速ででで
旋旋旋回回回すすするるる時時時ははは、、、デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル・・・ロロロッッックククををを
解解解除除除すすするるるこここととと デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの使使使用用用
(ペペペーーージジジ 29)ををを参参参照照照。。。
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図図図 7

1. ギアシフトレバー 4. 油圧昇降ロック

2. 駐車ブレーキ 5. デファレンシャルロック

3. 油圧昇降レバー 6. ハイローレンジ・シフター

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

エンジンを停止させる時には、車体が不意に動き
出さないよう、必ず駐車ブレーキ図 7を掛けてく
ださい。

• 駐車ブレーキレバーを後ろに引くとブレーキが
かかります。

• レバーを前に倒すと解除となります。

注注注 車両を動かす前に駐車ブレーキを解除して
ください。

急斜面に駐車する場合には、駐車ブレーキを掛け、
さらに、上り坂の場合にはギアを1速に、下り坂の
場合にはギアをバックに入れ、それぞれタイヤの下
り側に輪留めをかけてください。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーー

荷台の昇降を行ないます。後ろに引くと荷台が上昇
し、前に倒すと降下します図 7。

重重重要要要荷荷荷台台台ををを降降降下下下さささせせせるるる時時時ははは、、、降降降下下下ししし終終終わわわっっってててかかからららさささ
らららににに 12秒秒秒間間間、、、レレレバババーーーををを前前前ににに倒倒倒しししたたたままままままででで保保保持持持ししし、、、
荷荷荷台台台ががが完完完全全全にににフフフレレレーーームムム位位位置置置まままででで降降降りりりるるるよよようううにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。たたただだだししし、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダがががそそそののの行行行程程程ののの端端端ままま
ででで到到到達達達しししたたたららら、、、そそそこここかかかららら 5秒秒秒間間間以以以上上上はははレレレバババーーーををを保保保
持持持しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降ロロロッッッククク

車両に荷台を取り付けていない場合には、油圧シ
リンダが動かないように昇降レバー図 7をロックし
ておきます。また、アタッチメントを取り付けて
使用している場合には、レバーを ON位置にロッ
クすることができます。

ハハハイイイロロローーーレレレンンンジジジ・・・シシシフフフタタターーー

速度レンジを切り替えることで速度ギアが 3つ増え
ることになり、より細かなギア選択ができます図 7

• ハイレンジからローレンジへ、あるいはその逆
への切り換えは、車両を完全に停止させて行
なってください。

• また、切り換えは平らな場所で行なってくださ
い。

• クラッチペダルを一杯に踏み込みます。

• レバーを前一杯に動かすとハイレンジ、後ろ一
杯に動かすとローレンジです。

Highは荷物をあまり積まない状態、乾いた路面、高
速での走行のためのレンジです。

Lowは低速度で走行するためのレンジです。このレ
ンジは、通常よりも大きなパワーやコントロールを
必要とする時のためのレンジです。たとえば、急斜
面、悪路、重い荷物を搭載しているときでエンジ
ンを高速回転させる必要があるとき液剤や砂など
の散布に使用します。

重重重要要要 ハハハイイイレレレンンンジジジとととロロローーーレレレンンンジジジののの間間間ににに、、、ギギギアアアがががどどど
ちちちらららにににももも入入入らららななないいい位位位置置置ががが存存存在在在しししままますすす。。。こここののの位位位置置置ををを
ニニニュュューーートトトラララルルルののの代代代わわわりりりにににしししななないいいでででくくくだだださささいいいギギギアアアシシシフフフ
トトトレレレバババーーーがががいいいずずずれれれかかかのののギギギアアアににに入入入っっったたたままままままでででハハハイイイ・・・
ロロローーー・・・シシシフフフタタターーーににに何何何かかかががが当当当たたたっっったたたりりりすすするるるととと車車車両両両ががが不不不
意意意ににに動動動ききき出出出すすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 8はエンジンの始動と停止を行うス
イッチです。3つの位置があります OFF, Run, Start
です。キーを右に回して START位置にすると、ス
タータモータが作動します。エンジンが始動した
ら、キーから手を離してください。キーは自動的
に ON位置まで戻ります。キーを OFF位置に回せ
ばエンジンは停止します
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図図図 8

1. ライトスイッチ 8. 燃料計

2. ハイフロー油圧スイッチ
TC モデルのみ

9. 始動スイッチ

3. ホーン
TC モデルのみ

10. 電源ソケット

4. タコメータ 11. 走行速度制限スイッチ

5. アワーメータ 12. エンジンオイル圧警告灯

6. 速度計 13. グロープラグインジケータ

7. 冷却水温度計及び警告灯 14. 充電インジケータ

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

本機の稼働時間を積算表示します。このアワーメー
タ図 8は始動スイッチをON位置にすると始動し、エ
ンジンが回転している間作動を続けます。

走走走行行行速速速度度度3速速速ハハハイイイレレレンンンジジジ制制制限限限スススイイイッッッチチチ

ハイ・レンジで 3速が使えないように設定したい時
は、この高速ギアハイ・レンジ3速カット・スイッ
チ図 8を低速位置にしてキーを抜きます。ハイレン
ジでシフトレバーを 3速に入れるとエンジンが自
動的に停止します。キーはどちらの位置でも抜く
ことができます。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ライトスイッチ図 8を押すとヘッドライトの点灯・
消灯を切り替えることができます。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンの回転中にエンジンオイルの圧力が危険域
まで下がるとオイル圧警告灯図 8が点灯します。こ
のランプが点滅または点灯したら、停車してエンジ
ンを止め、オイル量を点検してください。オイルが
減っていて、補給してもエンジン再始動時にラン
プが消えない場合は、ただちにエンジンを止めて
Toro代理店にご連絡ください。

以下の要領で警告ランプ類の作動を確認してくだ
さい

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. 始動キーを ON/予熱位置に回す エンジンは
掛けない。

注注注 オイル圧警告灯が赤く点灯する。点灯しな
い場合には、電球が切れているか監視回路に
異常が発生しているので、必ず原因を突き止
めて修理を行なう。

注注注 エンジンを停止させた直後は、12分間待た
ないとランプが点灯しない場合があります。

グググロロローーープププラララグググ・・・イイインンンジジジケケケーーータタタ

グロープラグ・インジケータランプ図 8は、グロー
プラグが作動中に点灯します。

重重重要要要 始始始動動動スススイイイッッッチチチががが START位位位置置置ににに戻戻戻っっってててかかからららさささ
らららににに15秒秒秒間間間、、、グググロロローーープププラララグググ・・・イイインンンジジジケケケーーータタタががが点点点灯灯灯
しししままますすす。。。

冷冷冷却却却水水水温温温度度度表表表示示示計計計とととイイインンンジジジケケケーーータタタ・・・ララランンンプププ

エンジンの冷却水の温度を表示します。始動スイッ
チが ONのときに作動します図 8。インジケータ・
ランプは、エンジンがオーバーヒートしたときに
点滅します。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

バッテリーが放電しているときに点灯します。走行
中にこのランプが点灯した場合には、車両を停止
させ、エンジンを止めて原因を調べてください オ
ルタネータベルトが切れているなどの場合があり
ます図 8。

重重重要要要オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトがががゆゆゆるるるんんんでででいいいたたたりりり、、、切切切れれれててて
いいいたたたりりりしししたたた場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそののの修修修理理理ををを行行行なななっっってててかかかららら
車車車両両両ををを使使使用用用すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守
らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

以下の要領で警告ランプ類の作動を確認してくだ
さい

• 駐車ブレーキを掛ける。

• 始動キーを ON/予熱位置に回す エンジンは掛け
ない。冷却水温度、充電警告、エンジンオイル
圧の警告灯がそれぞれ点灯する。点灯しないラ
ンプがあった場合には、電球が切れているかそ
れぞれの監視回路に異常が発生しているので、
必ず原因を突き止めて修理を行なう。

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、燃料タンクに残っている燃料の量を表
示します。始動スイッチがON/予熱位置の時にの
み作動します図 8。燃料の残量が少なくなると赤色
のランプが点灯し、空に近くなると赤色の点滅に
変わります。

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチTC モモモデデデルルルのののみみみ

ハイ・フロー油圧装置を ONにするスイッチです
図 8。
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ホホホーーーンンンボボボタタタンンンTC モモモデデデルルルのののみみみ

押すと警笛がなります図 8。

タタタコココメメメーーータタタ

タコメータは、エンジンの回転数を表示します図 8
と図 9。白い三角マークはPTOを使用する際の適正
回転数です図 9。

図図図 9

1. エンジンの速度 2. PTO速度 540 RPMに必要
な回転数は 3,300 RPM

速速速度度度計計計

車両の走行速度を表示します図 8。速度計の表示単
位はMPHマイル毎時ですが、簡単にKPHkm毎時に
切り替えることができます。速度表示単位の切替え
(ページ 51)を参照してください。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電源ソケットから電動アクセサリ用に12 Vの電源を
とることができます図 8。

助助助手手手席席席用用用手手手すすすりりり

助手席用の手すりがダッシュボードについていま
す図 10。

図図図 10

1. 助手席用手すり 2. 物入れ

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転しやすい位置に前後調整することができます
図 11。

図図図 11

1. 座席調整レバー

17
 



仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

寸寸寸法法法

全幅 160 cm

全長

荷台なし 326 cm、
フルサイズ荷台付き 331 cm、
2/3 サイズ荷台を後方に取り付けた場
合346 cm

基本重量乾燥重量

モデル 07385 – 887kg
モデル 07385H – 887kg
モデル 07385TC – 924kg
モデル 07387 – 914kg
モデル 07387H – 914kg
モデル 07387TC – 951kg

定格積載重量
運転手の体重 91 kg、
助手席乗員の体重

91kg、搭載されている
アタッチメントを含む

モデル 07385 1,471 kg
、モデル 07385TC 1,435 kg
、モデル07387 1,445 kg
、モデル07387TC 1,408 kg

最大車両総重量 2,359 kg

牽引能力 トング重量 272 kg、
トレーラ最大重量 1,587 kg

地上高 18 cm何も積載していない場合

ホイールベース 118 cm

ホイールトレッドセン
ターライン間

前輪 117 cm、
後輪121 cm

高さ 191 cmROPS最上部まで

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.comでもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここ
ととと。。。荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアアタタタッッッ
チチチメメメンンントトトももも空空空にににすすするるる。。。まままたたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンン
ダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸ばばばししし、、、安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定しししててて
おおおくくくこここととと。。。

荷荷荷台台台ののの操操操作作作
注注注 積荷はでき限り荷台の中央に載せてください。

注注注整備のために荷台を上昇させる際には、積荷をす
べて降ろしてください。

荷荷荷台台台ををを上上上げげげるるる

警警警告告告
荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走行行行すすするるるととと転転転倒倒倒ののの危危危険険険
ががが増増増大大大すすするるる。。。まままたたた、、、荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走
行行行すすするるるととと荷荷荷台台台ががが破破破損損損すすするるる危危危険険険もももあああるるる。。。

• 運運運転転転すすするるる時時時ははは必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげててておおおくくくこここととと。。。

• ダダダンンンプププ操操操作作作ををを終終終えええたたたらららすすすぐぐぐににに荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるる
よよようううにににすすするるる。。。

注注注意意意
荷荷荷台台台ののの後後後部部部ににに積積積荷荷荷ががが集集集中中中しししててていいいるるるととと、、、ラララッッッチチチををを
開開開けけけたたた際際際ににに荷荷荷台台台ががが急急急ににに開開開いいいててて周周周囲囲囲ののの人人人間間間ががが怪怪怪
我我我をををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 積積積荷荷荷はははでででききき限限限りりり荷荷荷台台台ののの中中中央央央ににに載載載せせせるるる。。。

• ラララッッッチチチををを開開開放放放すすするるる際際際にににははは、、、荷荷荷台台台ををを手手手でででしししっっっ
かかかりりりととと押押押さささえええ、、、荷荷荷台台台ににに寄寄寄りりりかかかかかかっっっててていいいるるる人人人
間間間ややや荷荷荷台台台のののすすすぐぐぐ後後後ろろろににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確
認認認すすするるる。。。

• 整整整備備備のののたたためめめににに荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせるるる際際際にににははは、、、積積積
荷荷荷をををすすすべべべててて降降降ろろろすすす。。。

レバーを後ろに引くと荷台が上昇します図 12。
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図図図 12

1. 荷台用レバー

荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるる

警警警告告告
荷荷荷台台台ははは相相相当当当ののの重重重さささににになななるるる。。。万万万一一一手手手なななどどどををを挟挟挟ままま
れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

荷荷荷台台台ををを降降降ろろろすすすととときききにににははは、、、荷荷荷台台台ににに手手手やややそそそののの他他他ののの部部部
分分分ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

レバーを前へ押すと荷台が下降します図 12。

テテテーーールルルゲゲゲーーートトトののの開開開けけけ方方方

1. 荷台が完全に降りていることを確認する。

2. 荷台の左右にあるラッチを解放してテール
ゲートを下げる図 13。

図図図 13

1. ラッチハンドル 3. ラッチピン

2. ラッチゲート

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ ディーゼルエンジン用洗浄性オイ
ルAPI規格 CH-4またはそれ以上

オオオイイイルルルののの粘粘粘度度度 図 14に示す図から使用環境の外気温
度に合わせて適切な粘度を選択する。

図図図 14

注注注エンジンオイルの点検は、毎日始動前のエンジン
の冷えている時に行うのがベストです。使用後に行
う場合は、オイルがオイル溜めに戻るまで最低10
分間待って点検するようにしてください。油量が
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ディップスティックのADDマークにある場合は、
FULLマークまで補給してください。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよよ
うううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。オイル量が FULLとADDの
中間の時は、オイルを補給する必要はありません。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを抜ききれいなウェスで
一度拭く(図 15)。

図図図 15

1. ディップスティック

2. 補給口キャップ

3. ディップスティックを、チューブの根元まで
もう一度しっかりと差し込む図 15。

4. ディップスティックをもう一度抜きとってオ
イルの量を点検する図 15。

5. オイルの量が不足している場合は、補給口の
キャップ図 15を取り、ディップスティックの
FULLマークまで補給する。

6. ディップスティックをしっかり差し込んで終
了図 15

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量22リットル

硫黄分の少ない微量500 ppm未満、または極微量15
ppm未満の新しい軽油またはバイオディーゼル燃
料以外は使用しないでください。セタン値が 40以
上のものをお使いください。燃料の劣化を避ける
ため、180日以内に使いきれる程度の量を購入す
るようにしてください。

• 気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用しま
すが、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽
油または1号と2号の混合を使用してください。

• 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点
や流動点が下がってエンジンが始動しやすくな
るばかりでなく、燃料の成分分離ワックス状物
質の沈殿によるフィルタの目詰まりを防止でき
るなどの利点があります。

注注注 気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方
が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリンンン
ををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエ
ンンンジジジンンンががが破破破損損損しししままますすす。。。

警警警告告告
燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたたガガガソソソリリリンンンににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに
重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ガガガソソソリリリンンンのののガガガスススををを長長長時時時間間間吸吸吸いいい込込込むむむのののははは避避避けけけ
るるるこここととと。。。

• ノノノズズズルルルやややタタタンンンククク、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー注注注入入入口口口
にににははは顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

• 目目目ややや皮皮皮膚膚膚ににに燃燃燃料料料ががが付付付着着着しししななないいいよよようううにににすすするるるこここ
ととと。。。
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危危危険険険
条条条件件件次次次第第第でででははは軽軽軽油油油ははは引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火災災災
ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発火火火ししし
たたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププををを外外外すすす前前前ににに、、、必必必ずずず平平平
らららななな場場場所所所ににに駐駐駐車車車しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここ
ととと。。。燃燃燃料料料タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププはははゆゆゆっっっくくくりりり開開開けけけ
るるるこここととと。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここぼぼぼさささ
ぬぬぬよよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどどののの器器器具具具ををを
使使使用用用すすするるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25 mm下下下のののレレレ
ベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが
上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいい
よよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで
保保保存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる。。。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの使使使用用用にににつつついいいててて

このマシンは、バイオディーゼル混合燃料の使用
が可能であり、B20クラスバイオディーゼル20 軽
油80 までの製品に対応しています。ただし、混合
されている軽油のイオウ含有量は低レベルまたは
極低レベルである必要があります。以下の注意を
守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分がASTM D6751または
EN 14214規格に適合していること。

• 軽油成分がASTM D975またはEN 590規格に適合
していること。

• バイオディーゼル混合燃料を使った場合、塗装
部が劣化する可能性があります。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を使う
場合には、B5バイオディーゼル成分が5 または
それ以下の製品をお使いください。

• 燃料と直接接触する部材、すなわちシール、
ホース、ガスケットなどの経時劣化が早まる可能
性がありますから、適切に点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからし
ばらくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こ
す可能性があります。

• バイオディーゼルについて更に詳しい情報は、
代理店にお問い合わせください。

1. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭く。

2. 燃料タンクのキャップを取る図 16。

図図図 16

1. 燃料タンクのキャップ

3. タンクの天井給油口の根元から少し下まで燃
料を入れ、キャップをはめる

注注注 燃燃燃料料料ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐに
拭き取る

冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

冷冷冷却却却水水水容容容量量量3.7リットル

冷冷冷却却却液液液のののタタタイイイプププ水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開
けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししてててやややけけけ
どどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププははは開開開けけけななないいいこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで15分分分ぐぐぐらららいいい
待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるよよようううにににすすするるるこここ
ととと。。。

• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりり
ととと開開開けけけるるるこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーののの液液液量量量ははは、、、ラララジジジエエエタタターーー本本本体体体でででななな
くくく冷冷冷却却却液液液タタタンンンクククででで点点点検検検すすするるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 補助タンクにあるラジエター液の量を点検す
る(図 17)。
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注注注 エンジンが冷えている状態で補給管の下部
まであれば適正である。

図図図 17

1. 冷却液タンクのキャップ

2. 補助タンク

3. 液量が不足している場合には、補助タンクの
ふたをとり、水とエチレングリコール不凍液
の50/50混合液を補給する。

注注注 冷却液を入れすぎないでください。

4. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

トトトララランンンスススアアアクククスススルルル/油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの
量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 冷却液量は、初

めて使用する前および 8運転時間
ごとまたは毎日点検。

トトトララランンンスススアアアクククスススルルルオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Dexron III ATF

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティック取り付け部の周辺をきれ
いにぬぐう図 18。

図図図 18

1. ディップスティック

3. トランスアクスルの上部からディップスティッ
クを抜き取りウェスで一度きれいに拭く。

4. ディップスティックを、トランスアクスルに
もう一度しっかりと差し込む。

5. ディップスティックを抜き出してオイルの量
を読み取る。

注注注 ディップスティックの平たい部分の一番上
まで油量があれば適正である。

6. 不足している場合は、適正量まで補給する。

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点
検検検すすするるるTC モモモデデデルルルのののみみみ。。。
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 初めての運転

の前に必ず油量を確認し、その後
は毎日点検。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toroプププレレレミミミ
アアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルル19リットル缶または 208リットル
缶。パーツカタログまたは代理店でパーツ番号を
ご確認ください。

トロ純正品が入手できない場合Toroのオイルが入
手できない場合は、以下に挙げる特性条件および
産業規格を満たすオイルを使用することができま
す。オイルの専門業者と相談の上、適切なオイルを
選択してください

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお
使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動
液液液, ISO VG 46

物物物性性性

• 粘性, ASTM D445 cSt @ 40°C 4448 cSt @ 100°C 7.98.5
• 粘性インデックス ASTM D2270 140152
• 流動点, ASTM D97 –35°F–46°F
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• FZG,フェール・ステージ—11またはそれ以上

• 水分含有量新しいオイルで500 ppm最大

産産産業業業規規規格格格

Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison HF-0, Vickers
35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)

1. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに拭
き、キ ャップを外す図 19。

2. 給油口からキャップを取る。

図図図 19

1. キャップ

3. 補給口の首からディップスティック図 19を抜
き、ウ ェスできれいに拭う。

4. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの
量を点検する。

注注注 2本のマークの間にあれば適正である。

5. 油量が少なければ上マークまで補給する ハ
イ・フロー油圧オイルとフィルタの交換TCモ
デルのみ (ページ 53)を参照。

6. ディップスティックとキャップを取り付ける。

7. エンジンを掛け、アタッチメントを ONにす
る。

注注注 約 2分間運転し、システム内のエアをパー
ジする。

重重重要要要 ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧装装装置置置をををONにににすすするるる前前前ににに
車車車両両両ををを始始始動動動さささせせせててておおおくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

8. エンジンとアタッチメントを止め、オイル漏
れがないか点検する。

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーー
スススににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに
締締締まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるののの
ででで、、、手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧
力力力ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、
直直直ちちちににに専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

フフフロロロンンントトト・・・デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルのののオオオイイイ
ルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデ
ルルルのののみみみ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/毎月 いずれか早く到

達した方

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Mobil 424油圧
オイル

1. 平らな場所に駐車する。

2. デファレンシャルの側面についている補給・
点検プラグの周囲をきれいに拭く図 20。

図図図 20

1. 補給・点検プラグ 2. ドレンプラグ

3. 補給・点検プラグを外してオイルの量を調べ
る。

注注注 穴の高さまでオイルがあればよい。

4. 不足している場合には適切なオイルを補給す
る。

5. 補給・点検プラグを取り付ける。
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ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 2時間

使用開始後最初の 10時間

200運転時間ごと

警警警告告告
こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-4時時時間間間後後後ににに1回回回ととと10時時時間間間後後後にににもももううう1
回回回、、、前前前輪輪輪ととと後後後輪輪輪のののホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締
めめめををを行行行うううこここととと トトトルルルククク値値値ははは 109-122 N.m 11.1-12.5
kg.m=80-90 ft-lb。。。そそそののの後後後ははは 200運運運転転転時時時間間間ごごごとととににに
締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

前タイヤの適正空気圧は 2.21 bar2.2 kg/cm2、後タイ
ヤは 1.24 bar1.3 kg/cm2 です。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保ってく
ださい。空気圧が適正でないと、タイヤの摩耗が
通常より早くなります。

図 21は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

図図図 21

1. 空気圧不足のタイヤ

図 22は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

図図図 22

1. 空気圧が高すぎるタイヤ

ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルののの量量量ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—ブレーキオイ

ルの量を点検する。 初めて使用す
る前および 8運転時間ごと又は毎
日に量を点検。

1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達
した方—ブレーキオイルを交換する。

ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ DOT 3ブレーキ作動液

ブレーキオイルタンクはダッシュボードの下にあ
ります。

1. 平らな場所に駐車する。

2. タンクの FULLマークまでオイルが入っている
のを確認する(図 23)。

図図図 23

1. ブレーキオイルのタンク

3. 液量が不足している場合には、まず補給口周
辺をきれいに拭き、キャップをはずして、所
定のブレーキオイルを適正量まで補給する。

注注注 ブブブレレレーーーキキキ液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

注注注 フードを外すと機械前方からタンクに手が届き
ます図 24。
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図図図 24

1. ブレーキオイルのタンク

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている

のを確認する。

2. PTOとハイフロー油圧装置を搭載している場
合はそれぞれを解除、ハンドスロットル装備
車ではハンドスロットルをOFFにする

3. シフトレバーをニュートラル位置にし、ク
ラッチを踏み込む。

4. 油圧昇降レバーが中央位置になっているのを
必ず確認しておくこと。

5. アクセルから足を離す。

6. 始動キーを ON位置に回す。グロープラグ・
インジケータランプが消灯したら、エンジン
を始動できる。

7. 始動キーを START位置に回す。エンジンが始
動したらすぐにキーから手を放す キーは RUN
位置に戻る。

注注注 始動スイッチが RUN位置に戻ってからさらに15
秒間、グロープラグ・インジケータが点灯します。

注注注 スタータモータのオーバーヒートを防止するた
め、スタータは10秒間以上連続で回転させないで
ください。10秒間回してもエンジンが掛からない
場合は、キーをOFF位置に戻し、コントロール類や
始動手順を確認して、10秒待ってからもう一度ス
タータを回してください。

運運運転転転
1. 駐車ブレーキを解除する。

2. クラッチを一杯に踏み込む。

3. シフトレバーを速に入れる。

4. アクセルペダルを踏み込みながらクラッチペ
ダルからスムーズに足を離す。

5. 速度が十分に出たらアクセルペダルから足を
はなし、クラッチペダルを一杯に踏み込んで
シフトレバーを次のギアにシフトして、アク
セルペダルを踏み込みながらクラッチペダル
からスムーズに足をはなす。

6. この操作を繰り返して希望の走行速度まで加
速する。

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退へへへ、、、あああるるるいいいはははそそそののの逆逆逆ににに切切切りりり
換換換えええるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせ
ててて行行行なななっっってててくくくだだださささいいい。。。

注注注 長時間にわたってエンジンをアイドリング
させないでください。

エンジンの回転数が 3,600 rpmの時の各ギアで
の走行速度は以下の表の通りです。

ギギギアアア レレレンンンジジジ 比比比 速速速度度度kmh 速速速度度度マママイイイ
ルルル/時時時

1 L 82.83 : 1 4.7 2.9

2 L 54.52 : 1 7.2 4.5

3 L 31.56 : 1 12.5 7.7

1 H 32.31 : 1 12.2 7.6

2 H 21.27 : 1 18.5 11.5

3 H 12.31 : 1 31.9 19.8

R L 86.94 : 1 4.5 2.8

R H 33.91 : 1 11.6 7.1

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの押押押しししがががけけけややや引引引きききがががけけけをををしししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。駆駆駆動動動系系系統統統ををを破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれががが
ああありりりままますすす。。。

車車車両両両ののの停停停止止止手手手順順順
アクセルペダルから足を離し、クラッチペダルを
踏み込んで、ブレーキペダルを踏み込むと車両は
停止します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
エンジンを停止させるには、始動キーをOFF位置に
回し、駐車ブレーキを掛けます。事故防止のため、
キーは抜き取っておく。

新新新車車車ののの慣慣慣らららししし運運運転転転
車両の性能を十二分に発揮させ、末永くお使いいた
だくために、使用開始後の 100運転時は以下の注意
を守って運転してください
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• エンジンオイルなどの液量点検を定期的に行
い、オーバーヒートなどの兆候がないか日常
的に注意を払う。

• エンジンを始動後、ギアを入れる前に15秒間程
度のウォームアップを行う。

• エンジンの空ふかしをしない。

• ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、
実際の使用前にブレーキの「慣らし掛け」をす
る。ブレーキの慣らし掛けの方法は次の通り フ
ルスピードで走行してブレーキを掛け、タイヤ
をロックさせないで急停車する。これを10回繰り
返すが、ブレーキがオーバーヒートしないよう
に次の停止まで1分間の間隔を空けること。車両
に 454 kgを積載しておくと最も効果的である。

• 意識的に速度を変えながら走行する。長時間のア
イドリングはしない。急発進や急停止をしない。

• エンジンオイルの初期交換は不要。初期オイル
には通常のエンジンオイルを使用している。

• 初期整備については「保守」の章を参照する。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動動動作作作
ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

インタロックシステムは、クラッチペダルが踏まれ
ていない限りエンジンがクランキングできないよ
うにする安全装置です。

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを
取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

注注注 アタッチメントのインタロックの点検について
は、それぞれのアタッチメントのオペレーターズマ
ニュアル を参照してください。

クククラララッッッチチチのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの点点点検検検手手手順順順

1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている
のを確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にする。

注注注 油圧昇降レバーが前位置にロックされてい
るとエンジンを始動することができません。

3. クラッチペダルを踏まずにキーを右にSTART
位置まで回す。

注注注クランキングする場合はインタロックスイッ
チが故障しているので、運転前に修理する。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーーのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの
点点点検検検手手手順順順

1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっている
のを確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にし、油圧
昇降レバーが中央位置になっていることを確
認する。

3. クラッチペダルを踏み込む。

4. 油圧昇降レバーを前に動かし、始動キーを右
にSTART位置まで回す。

注注注クランキングする場合はインタロックスイッ
チが故障しているので、運転前に修理する。

同同同乗乗乗者者者ののの安安安全全全確確確保保保
人を乗せるときは、常にその人の安全が十分確保
されているのを確認してください。運転手以外の
人間には車の動きが予測できにくく、警戒動作も
遅れがちになりますから、速度は控えめに、ハン
ドル操作も控えめにしましょう。

走行中は常時着席し、手足を車両外に出さないこと
を厳守しましょう。オペレータは、可能な限り両手
でハンドルを握り、助手席の人は必ず安全手すり
を握ってください図 25と図 26。

図図図 25

1. 助手席用手すり 2. 物入れ
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図図図 26

1. 手すりと腰部ガード

荷台やアタッチメントの上には絶対に人を乗せない
でください。ワークマンの定員は、運転手と助手の
2名です これ以外の人間を乗せないでください。

適適適正正正速速速度度度ののの厳厳厳守守守
事故の要因としてもっとも大きなものがスピードで
す。路面条件を無視して速度を出しすぎると車両の
コントロールが効かなくなり、事故を起こします。
速度の超過のために小さな事故が大事故になる例も
少なくありません。低速で立木に衝突しても軽いケ
ガと車両の損傷で済みますが、高速で激突すれば車
両は大破し死亡事故となります。

スピードの出しすぎは絶対にやめてください。最
適速度が分からなければスローダウン、これが鉄
則です。

スプレーヤ、トップドレッサ、スプレッダなどの重
いアタッチメント454 kg以上を使用している時は、
高速ギア・カット・スイッチを低速位置にセットし
て高速走行ができないようにしておきましょう。

旋旋旋回回回時時時ののの安安安全全全ななな運運運転転転操操操作作作
ハンドル操作も事故要因として大きなものの一つで
す。急ハンドルはスリップの原因となりますし、車
両の制御ができなくなって最悪の場合転倒します。

ぬれている路面、砂地などでの旋回は危険度が高く
なります。速度が速いほど危険が大きくなりますか
ら、ハンドルを操作する前に十分に減速するよう
にしてください。

急旋回をすると内側の後輪が宙に浮く場合があり
ます。これは4輪駆動車で普通に起こる現象で、設
計ミスではありません。急旋回中に内側の後輪が
宙に浮くようならスピードの出しすぎです。速速速度度度
ををを下下下げげげてててくくくだだださささいいい

ブブブレレレーーーキキキののの適適適正正正操操操作作作
障害物の近くでは減速すべきです。これにより、停
止や回避のための余裕が生まれます。万一実際にぶ
つかれば、機材を損傷してしまいます。さらにはご
自身や周囲の人にけが等を負わせることにもなり
かねません。停止や旋回は車両総重量と大きな関
係があります。積載重量が大きいときには停止も
旋回も難しくなります。 積載重量が大きいほど停
止に掛かる時間が長くなります。

荷台を取り付けていない、アタッチメントを取り付
けているなどの場合も、制動特性が変化します。
急ブレーキを掛けると、前輪がロックするよりも
先に後輪がロックし、車両が制御できなくなる危
険があります。荷台を取り付けていない時や、ア
タッチメントを取り付けている場合は、通常よりも
スピードを落とすのが賢明です。

ターフも普通の路面も、ぬれているときには非常に
滑りやすくなります。停止距離も乾いているときの
2倍から4倍の長さが必要になります。

また深い水溜りに入ってブレーキがぬれると、乾燥
するまでブレーキが利かなくなります。水溜りを
抜けたあとは速度を落としてブレーキテストをし
てください。ブレーキが利かなくなっていたら、
ブレーキペダルを軽く踏み込んだまま、しばらく
一速ギアで運転しましょう。こうするとブレーキ
が早く乾きます。

凍結面、ぬれ芝上など滑りやすい路面や下り坂でシ
フトダウンによるエンジンブレーキを使用すると
スリップすることがありますから使用しないでく
ださい。斜面を下り始める前にシフトダウンして
おくようにしましょう。

転転転倒倒倒ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに
この車両にはROPS、腰部保護バー、シートベル
ト、手すりが装備されています。ROPS横転保護
バーは転倒などの際に死亡や重傷などの大事故を
防止する目的で取り付けられるものですが、万能
ではありません。

ROPSが破損した場合には、補修して再利用などせ
ず、交換してください。メーカーの許可なくROPS
を改造することを禁じます。

訓練と自覚による安全運転の徹底以上に効果のあ
る事故防止の方法はありません。

ワークマンの運転事故を防止する最も良い方法は、
オペレータに適切なトレーニングを行い、常に高
い安全意識の下に業務を行うことです。ROPSを使
用し、シートベルトを着用し、以下の注意を守れ
ば、万一横転した時にも事故を最小限にすることが
できるでしょう。
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斜斜斜面面面でででののの運運運転転転

警警警告告告
斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

• 急急急斜斜斜面面面ににに乗乗乗りりり入入入れれれななないいいこここととと。。。

• 坂坂坂ををを登登登りりりきききれれれななないいい時時時ははは絶絶絶対対対にににタタターーーンンンしししよよよううう
とととしししななないいい。。。

• シシシフフフトトトををを「「「後後後退退退」」」ににに切切切りりり換換換えええ、、、必必必ずずずバババッッッククク
でででゆゆゆっっっくくくりりりまままっっっすすすぐぐぐににに坂坂坂ををを下下下りりりるるるこここととと。。。

• ブブブレレレーーーキキキだだだけけけににに頼頼頼っっってててニニニュュューーートトトラララルルルギギギアアアででで
坂坂坂ををを下下下りりりてててはははいいいけけけななないいい。。。

• 斜斜斜面面面ををを横横横切切切っっっててて運運運転転転しししななないいいこここととと。。。斜斜斜面面面ににに対対対
しししてててまままっっっすすすぐぐぐ登登登りりり下下下りりりすすするるる。。。

• 斜斜斜面面面ででで旋旋旋回回回しししななないいい。。。

• 下下下りりり坂坂坂ででで急急急にににクククラララッッッチチチペペペダダダルルルやややブブブレレレーーーキキキペペペ
ダダダルルルををを踏踏踏んんんででではははななならららななないいい。。。速速速度度度ののの急急急ななな変変変化化化
ははは転転転倒倒倒なななどどどににに結結結びびびつつつきききやややすすすいいい。。。

斜面での運転には十二分の注意を払ってください。
急な坂を無理に登らないでください。下り坂では平
地に比べて停止に長い距離が必要になります。斜面
での旋回は平地よりもずっと危険が大きくなりま
す。特に下り斜面でブレーキを掛けながらの旋回
と、斜面を横切りながら山側にハンドルを切るの
は非常に危険です。低速でも、荷物を積まない状
態でも転倒に至る場合がありますから、十分に注
意してください。

斜面に入る前にシフトダウンを済ませてください。
斜面でどうしても旋回しなければいけないときは、
十分に減速し、慎重に操作してください。斜面では
絶対に急旋回や小さなターンをしないでください。

急斜面を登坂中に登り切れなくなって立往生した
ら、すぐにブレーキを掛け、シフトをニュートラ
ル位置にしてエンジンを始動し、ギアをバックに
入れてください。エンジンはアイドリングで、エ
ンジンブレーキを十分利用してバックで坂を下り
てください。

斜面で運転する時や重心の高いものを積んで走る
時には重量をなるべく軽くし、速度を落として運
転してください。 荷崩れを起こすと危険です しっ
かり固定してください。

注注注この車両は非常に優れた登坂能力があります。デ
ファレンシャルロックにより、さらに安定した登坂
力を発揮します。また、以下のような方法によって
も登坂力を向上させることができます

• 荷台にウェイトを搭載し、しっかりと固定する。

• 後輪にウエイトを装着する。

• 後輪にバラスト塩化カルシウムを注入する。

• 助手席に人を乗せない。

積積積荷荷荷ののの安安安全全全ななな積積積みみみ下下下ろろろししし
乗員や積荷の重量や積載方法によって車両の重心は
変化し、それによって運転感覚も変わります。暴走
して人身事故を起こすといった悲劇を防止するため
に、以下の注意をお守りください。

車両ラベルに記載された限度を超えて荷を積まない
でください。

警警警告告告
ダダダンンンプププレレレバババーーーををを下下下げげげるるるととと、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止中中中でででももも
荷荷荷台台台ははは降降降下下下すすするるる。。。エエエンンンジジジンンンををを切切切っっってててももも降降降下下下動動動作作作
ははは止止止まままらららななないいい。。。荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇位位位置置置ににに保保保持持持しししててておおおくくく
ととときききははは、、、万万万一一一のののここことととををを考考考えええててて、、、必必必ずずず安安安全全全サササポポポーーー
トトトでででシシシリリリンンンダダダををを支支支えええててておおおくくくこここととと。。。

ワークマンでは、荷台やアタッチメントを色々に組
み合わせて取り付けることができます。組み合わせ
によって積載量や用途もいろいろに変わります。フ
ルサイズの荷台は、幅140 cm×長さ165 cmで、荷が均
一になるようにすれば1,360 kgまで積載可能です。

積載方法に注意してください。砂などは広く、重心
がなるべく低くなるように積んでください。その他
の資材、たとえばブロック、肥料、材木などは高く
積み上げることができますが危険もあります。

貨物の高さと重量は、転倒事故と大きなつながりが
あります。高く積むほど転倒しやすくなります。
1,360 kgの重量でも高く積めば危険な場合がありま
す。危険を減らす方法の一つは車両総重量を減らす
ことです。また、荷物を出来るだけ低く、均一に積
むのも安全性を高める方法です。

荷物が左右に偏っていると、偏っている側に旋回し
た時に転倒する危険が高くなります。特に、偏っ
ている側を外側として旋回する時に危険が大きく
なります。

後車軸よりも後ろに非常に重いものを積まないでく
ださい。そのような積み方をすると前輪に掛かる
荷重が小さくなり、ハンドルの効きが悪くなりま
す。極端な場合は登り斜面や段差の乗り越え時や法
面を登る時に前輪が浮いてしまいます。こうなる
と、ハンドル操作が不能になり、それが転倒など
に結びつきます。

貨貨貨物物物ははは前前前後後後ののの車車車軸軸軸ののの中中中間間間部部部ににに、、、出出出来来来るるるだだだけけけ均均均等等等ににに、、、
荷荷荷台台台ののの幅幅幅ををを十十十分分分使使使っっっててて積積積むむむのののががが原原原則則則ででですすす。。。

固定できない荷物や液剤タンクを積んでいる場合は
それらが動いて重心が変化します。特に旋回中、斜
面走行中や速度を急に変化させた時、凹凸のある場
所を走行している時には、この現象が起こりやすく
なります。重心の急変は転倒につながります。積荷
は必ず固定してください。車体が傾いた状態のとき
に、絶対にダンプ操作を行わないでください。

重い物を積んでいる時は停止距離が長くなり、安全
旋回半径は大きくなりますので注意が必要です。
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荷台は荷物専用のスペースです。人を乗せないで
ください。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの使使使用用用
デファレンシャルロックは、後輪のデファレンシャ
ルギアをロックすることによって走行力を高める
ものです。ぬれた芝面などの滑りやすい場所で重
量物を運ぶ時や、斜面を登る時、砂地を走行する
時などにデファレンシャルロックが威力を発揮し
ます。しかし、この機能はあくまでも限られた状
況で一時的に使用するための機能です。既にお話
した斜面での安全上の注意や重い荷物を運搬する
時の注意を怠ってはいけません。

デファレンシャルロックを掛けると左右の後輪が同
じ速度で回転するようになります。従って、小回り
機能が若干制限されるようになり、旋回時に芝を削
る場合もでてきます。デファレンシャルロックは必
要な時に限って使用するようにし、ローギア又はセ
カンドギアで、速度を落として使用してください。

警警警告告告
斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用すすするるるととと、、、牽牽牽
引引引力力力がががアアアッッップププすすするるるががが、、、同同同時時時ににに、、、旋旋旋回回回がががでででききき
ななないいいほほほどどど急急急ななな斜斜斜面面面なななどどどにににももも登登登れれれるるるよよようううにににななな
るるるなななどどど、、、潜潜潜在在在的的的ななな危危危険険険性性性ももも大大大きききくくくなななるるる。。。デデデ
フフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用すすするるる時時時、、、特特特ににに
急急急ななな斜斜斜面面面でででははは十十十二二二分分分ののの注注注意意意ををを払払払うううこここととと

• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用中中中ににに高高高速速速ででで
旋旋旋回回回ををを行行行っっっててて内内内側側側ののの後後後輪輪輪ががが宙宙宙ににに浮浮浮くくくととと車車車両両両
ののの制制制御御御がががででできききなななくくくなななりりり横横横滑滑滑りりりををを起起起こここすすすこここととと
がががあああるるる。。。デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククははは低低低速速速ででで
のののみみみ使使使用用用すすするるるこここととと。。。

4輪輪輪駆駆駆動動動ののの使使使用用用方方方法法法4輪輪輪駆駆駆動動動モモモ
デデデルルルのののみみみ
ワークマンでは自動オンディマンド 4輪駆動システ
ムを採用しており、四駆への切り替え操作を行なう
必要がありません。通常は前輪に駆動力を伝達しな
い 2輪駆動で走行していますが、後輪がスリップを
始めて走行力が下がると、双方向オーバーランニン
グクラッチがこのスリップ状態を感知し、自動的に
前輪にクラッチを接続して 4輪駆動に変わり、前輪
にも駆動力を供給します。自動的に4駆に切り替わ
ると、こんどは後輪がスリップせずに走行し始める
まで、前輪に駆動力を供給し続けます。そして後輪
だけで走行できるようになると、再び 2輪駆動に
復帰しますが、2駆の時と 4駆の時でハンドリング
感覚が若干変わりますから注意してください。自
動 4駆システムはバック時にも有効に働きますが、
バックの場合、前進時に比べて 4駆への切り替わ
りがほんのわずか遅くなります。

警警警告告告
斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

輪輪輪駆駆駆動動動車車車でででははは牽牽牽引引引力力力がががアアアッッップププすすするるるががが、、、同同同時時時ににに、、、
旋旋旋回回回がががででできききななないいいほほほどどど急急急ななな斜斜斜面面面なななどどどにににももも登登登れれれるるるよよよ
うううににになななるるるなななどどど、、、潜潜潜在在在的的的ななな危危危険険険性性性ももも大大大きききくくくなななるるる。。。
輪輪輪駆駆駆動動動車車車ををを運運運転転転すすするるる時時時にににははは、、、急急急ななな斜斜斜面面面ででで無無無理理理ををを
しししななないいいよよよううう特特特ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
長距離を運ぶ場合にはトレーラを使用してくださ
い。必ず確実に固定して輸送してください。ロープ
がけのポイントについては図 27と 図 28を参照し
てください。

重重重要要要 重重重量量量ががが680 kgををを超超超えええるるるトトトレレレーーーラララののの場場場合合合ははは、、、トトト
レレレーーーラララにににトトトレレレーーーラララ用用用ブブブレレレーーーキキキががが装装装備備備ささされれれててていいいるるる必必必要要要
がががああありりりままますすす。。。

注注注トレーラに載せる場合は前進方向に向けて積み込
んでください。前向きに載せられない場合、搬送中
にフードが外れる危険がありますので、ワークマン
のフードをロープなどでフレームにしっかりと固定
するか、フードを外して別送するかしてください。

図図図 27

1. フレームのロープ穴各側

図図図 28

1. アクスル車軸 2. ヒッチプレート
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緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、短距離に限り、本機を牽引して移動す
ることができます。ただし、通常の移動にはこの方
法を使わないようお願いしています。

警警警告告告
牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操作作作がががででで
きききなななくくくなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。牽牽牽引引引速速速度度度ははは時時時速速速 8 km/h
以以以下下下ををを厳厳厳守守守すすするるるこここととと。。。

牽引作業は二人で行います。牽引用ロープはワーク
マン前部のロープ穴に固定します。シフトレバーを
ニュートラルに入れ、駐車ブレーキを解除してくだ
さい。長い距離を移動しなければならない場合には
トレーラなどを使用してください。

注注注 パパパワワワーーーススステテテアアアリリリンンングググががが効効効きききままませせせんんんのののでででハハハンンンドドドルルル
操操操作作作ははは重重重くくくなななりりりままますすす。。。

車車車両両両でででトトトレレレーーーラララををを牽牽牽引引引すすするるる場場場合合合
ワークマンは自重よりも大きな車両やアタッチメ
ントを牽引することができます。

牽引を行う場合、トレーラの重量によってヒッチを
使い分けてください。 くわしくはトロ社代理店に
ご相談ください。

リアアクスルチューブに付いているヒッチプレート
を使用する場合、トレーラまたはアタッチメントの
総重量1587 kgまでを牽引することができます。必ず
積載重量の60をトレーラの前側に振り分けてくださ
い。これにより、ヒッチプレートに掛かる負荷がト
レーラの総重量グロスの約10最大 272 kgとなります。

最大牽引総重量が 680 kgを超える場合は、必ずト
レーラ用ブレーキが必要です。

トレーラやアタッチメント自体もワークマンも過
積載にならないように注意してください。 過積載
では車両の性能が十分発揮できないばかりか、ブ
レーキ、車軸、トランスアクスル、モータ、ハン
ドル機構、サスペンション、ボディー構造、タイ
ヤ等を破損する場合もあります。

重重重要要要 駆駆駆動動動系系系統統統ののの保保保護護護のののたたためめめロロローーーレレレンンンジジジででで運運運転転転ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

第五ホイール式のアタッチメントフェアウェイエ
アレータなどでは、必ずホイールバー第五ホイー
ルキットに付属を取り付け、トレーラ側が急停止し
た場合でも前輪が浮いてしまわないようにします。

油油油圧圧圧コココンンントトトロロローーールルルををを使使使用用用すすするるる
エンジン回転中は、常に油圧制御機能によってポ
ンプから油圧パワーが供給されています。油圧パ
ワーは車両後部のクイックカップラから取り出す
ことができます。

注注注意意意
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここしししままますすす。。。油油油圧圧圧クククイイイッッッククク
カカカッッップププラララののの接接接続続続ややや取取取りりり外外外しししははは、、、安安安全全全ををを十十十分分分ににに確確確
認認認しししててて行行行うううこここととと。。。必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、駐駐駐
車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを降降降下下下さささ
せせせ、、、リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧をををフフフロロローーートトト位位位置置置にににセセセッッットトトししし、、、
油油油圧圧圧回回回路路路内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放しししてててかかかららら着着着
脱脱脱作作作業業業ににに掛掛掛かかかるるるよよようううにににすすするるる。。。

重重重要要要 ひひひとととつつつのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを複複複数数数ののの車車車両両両ででで共共共用用用
しししててていいいるるる場場場合合合、、、トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン・・・オオオイイイルルルののの相相相
互互互汚汚汚染染染ががが生生生じじじるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。そそそののの場場場合合合はははトトト
ララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン・・・オオオイイイルルルををを早早早めめめににに交交交換換換すすするるるよよよううう
にににしししてててくくくだだださささいいい。。。

荷荷荷台台台用用用ののの油油油圧圧圧昇昇昇降降降装装装置置置ををを使使使っっってててのののアアアタタタッッッ
チチチメメメンンントトトののの操操操作作作
• OFF 位置

使用していない時の通常位置です。コントロー
ルバルブのワークポートは閉じており、負荷は
すべて両方向ともチェックバルブが受けます。

• 上昇クイックカップラ「A」位置

荷台を上げたりリアヒッチを上昇させたりする
位置で、クイックカップラ「A」に油圧が掛か
ります。また、クイックカップラ「」からのオ
イルをバルブを通じてオイル溜めへ戻します。
この位置は連続して使用する位置ではなく、レ
バーから手を離すとOFFに戻ります。

図図図 29

1. クイックカップラ「A」位置 2. クイックカップラ「B」位置

• 下降クイックカップラ「B」位置

荷台を下げたり、リアヒッチを下げたりする位
置で、クイックカップラ「B」に油圧が掛かりま
すまた、クイック・カップラ「A」からの戻りオ
イルがバルブに戻った後にオイル溜めに戻りま
す。この位置は連続して使用する位置ではなく、
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レバーから手を離すとOFFに戻ります。また、こ
の位置で一時的にレバーを保持し、その後に手
を離すとクイックカップラ「B」にオイルが流れ
て、リアヒッチに下向きの押圧が掛かります。
手を離してもヒッチへの押圧が保持されます。

重重重要要要 油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででレレレバババーーーををを
「「「下下下降降降」」」位位位置置置ににに保保保持持持すすするるるととと、、、オオオイイイルルルがががリリリリリリーーー
フフフバババルルルブブブへへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• ON 位置

下降クイックカップラ「B」位置と似ています
が、レバー位置が固定される点が異なります。
これにより、油圧モータを使用する機器に連続
的にオイルを送ることができます。こここののの位位位置置置ははは
油油油圧圧圧モモモーーータタタををを使使使用用用すすするるる機機機器器器のののたたためめめののの専専専用用用ののの操操操
作作作位位位置置置ででですすす。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを何何何ももも取取取りりり付付付けけけなななかかかっっったたたりりり
油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたたりりりしししてててON位位位置置置ををを使使使
用用用すすするるるとととオオオイイイルルルがががリリリリリリーーーフフフバババルルルブブブへへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧
シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。こここののの位位位
置置置ははは、、、モモモーーータタタををを取取取りりり付付付けけけててて使使使用用用すすするるるかかか、、、ごごごくくく短短短
時時時間間間ののの使使使用用用にににとととどどどめめめてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけががが終終終了了了しししたたたららら、、、
油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの油油油量量量点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。次次次ににに
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの作作作動動動ををを点点点検検検しししままますすす。。。操操操作作作ををを数数数
回回回行行行っっっててて内内内部部部のののエエエアアアをををパパパーーージジジしししててて、、、そそそののの後後後にににももも
ううう一一一度度度油油油量量量ののの点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。アアアタタタッッッチチチ
メメメンンントトト用用用のののシシシリリリンンンダダダにににオオオイイイルルルががが出出出入入入りりりすすするるるたたためめめ
トトトララランンンスススアアアクククスススルルル内内内のののオオオイイイルルル量量量ががが若若若干干干変変変化化化しししままま
すすす。。。オオオイイイルルル不不不足足足ででで運運運転転転すすするるるととと、、、ポポポンンンプププやややリリリモモモーーー
トトト油油油圧圧圧シシシススステテテムムム、、、パパパワワワススステテテ、、、トトトララランンンスススアアアクククスススルルル
なななどどどををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら十十十分分分注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

クククイイイッッックククカカカッッップププラララのののつつつなななぎぎぎ方方方

重重重要要要 クククイイイッッックククカカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいななないいいのののををを確確確認認認ししし
ままますすす。。。カカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいるるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテムムム全全全体体体ががが
汚汚汚染染染ささされれれままますすすのののででで注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. カップラについているロッキング・リングを
後ろに引きます。

2. カチッと音がするまでカップラにホースニッ
プルを差し込みます。

注注注 外部装置をクイックカップラに接続する場合に
は、その装置のどちら側から油圧をかけることが
必要なのかを確認し、そちらの側をカップラBに
接続します クイックカップラBは、レバーを前に
倒した時と ON位置に固定したときに油圧が掛か
る側です。

クククイイイッッックククカカカッッップププラララののの外外外ししし方方方

注注注 アタッチメントとエンジンを停止させた状態
で、油圧昇降レバーを数回前後に動かし、内部の
圧力を解放するとクイックカップラが外しやすく
なります。

1. カップラについているロッキング・リングを
後ろに引きます。

2. カップラからホースをゆっくり引き抜きます。

重重重要要要 カカカッッップププラララををを使使使用用用しししててていいいななないいい時時時ははは、、、カカカッッップププ
ラララにににプププラララグググとととカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけててておおおいいいてててくくくだだだ
さささいいい。。。

油油油圧圧圧装装装置置置ののの故故故障障障探探探究究究

• クイックカップラがつながらない。

油圧が解放されていないクイックカップラに
油圧がかかっている。

• パワーステアリングを回すのに大きな力が要る
または回すことができない。

– 油圧オイルが不足している。

– 油圧オイルが過熱している。

– ポンプが作動していない。

• 油圧オイルが漏れている。

– フィッティングがゆるんでいる。

– フィッティングのOリングが無くなってい
る。

• アタッチメントが作動しない。

– カップラの接続が完全でない。

– カップラの接続が逆になっている。

• キーキーというノイズが出る。

– リモートバルブが ON位置になっていてリ
リーフバルブにオイルが回っている

– ベルトがゆるんでいる。

• エンジンを始動できない。

油圧レバーが前位置にロックされている
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • 前輪と後輪のホイールナットをトルク締めする。

使用開始後最初の 8 時間 • オルタネータ・ベルトの状態と張りを点検する。

使用開始後最初の 10 時間

• 前輪と後輪のホイールナットをトルク締めする。
• シフトケーブルの調整状態を点検する。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• 油圧フィルタを交換する。
• ハイ・フロー油圧オイルのフィルタを交換する（TC モデルのみ）。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• エンジンバルブのクリアランスを調整する。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。
• 冷却液の量を点検する。
• トランスアクスル/油圧オイルの量を点検する。 （冷却液量は、初めて使用する前およ
び 8 運転時間ごとまたは毎日点検。）

• ハイ・フロー油圧オイルの量を点検する（TC モデルのみ）。 （初めての運転の前に必
ず油量を確認し、その後は毎日点検。）

• タイヤ空気圧を点検する。
• ブレーキオイルの量を点検する。 （初めて使用する前および 8 運転時間ごと又は毎
日に量を点検。）

• インタロックシステムの動作を点検する。
• エアフィルタの整備時期インジケータの表示をチェックする。
• 水セパレータの水抜きと異物の除去。
• エンジン部とラジエターを清掃する。 （ほこりの多い環境で使用している場合はよ

り頻繁な清掃が必要。）

25運転時間ごと
• エアクリーナカバーを外して内部のごみを除去し、エアフィルタの整備時期インジ
ケータの表示をチェックする。

50運転時間ごと
• バッテリー液の量を点検する （格納中は30日ごとに）
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと

• フロント・デファレンシャルのオイルの量を点検します（4輪駆動モデルのみ）。
• 全てのベアリングとブッシュのグリスアップを行う。 （過酷な条件で使用している場合は
より頻繁な潤滑が必要）

• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• タイヤの状態を点検する。

200運転時間ごと

• 前輪と後輪のホイールナットをトルク締めする。
• 風速安定ボックスに割れや穴、接続部のゆるみがないか点検する。
• シフトケーブルの調整状態を点検する。
• ハイ・ロー切り替えケーブルの調整状態を点検する。
• デファレンシャルロック・ケーブルの調整状態を点検する。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• ブレーキペダルの調整状態を点検する。
• オルタネータ・ベルトの状態と張りを点検する。
• クラッチペダルの調整状態を点検する。
• 通常ブレーキと駐車ブレーキを点検する。

400運転時間ごと

• 燃料ラインと接続を点検する。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 前輪の整列を点検する。
• ブレーキシューが磨耗していないかブレーキを目視点検する。

600運転時間ごと
• 安全エアフィルタを交換する。 （ちりやほこりの多い環境で使用している場合はより

頻繁に）
• エンジンバルブのクリアランスを調整する。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

800運転時間ごと

• フロント・デファレンシャルのオイルを交換する。
• 油圧オイルを交換しストレーナを清掃する。
• 油圧フィルタを交換する。
• ハイ・フロー油圧オイルとフィルタを交換する（TC モデルのみ）。

1000運転時間ごと
• ブレーキオイルを交換する。
• 燃料タンクの内部を清掃する。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

危危危険険険
許許許可可可ををを受受受けけけたたた有有有資資資格格格者者者以以以外外外にににははは保保保守守守、、、修修修理理理、、、調調調整整整、、、点点点検検検なななどどどののの作作作業業業をををさささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

作作作業業業場場場にににははは危危危険険険物物物ををを置置置かかかぬぬぬよよようううにににししし、、、まままたたた、、、防防防火火火機機機器器器ををを備備備えええるるるこここととと。。。燃燃燃料料料やややバババッッッテテテリリリーーー液液液、、、
オオオイイイルルルなななどどどののの点点点検検検ににに裸裸裸火火火ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。ガガガソソソリリリンンンややや溶溶溶剤剤剤ををを使使使っっってててパパパーーーツツツ部部部品品品ををを洗洗洗浄浄浄すすするるる
時時時にににははは必必必ずずず密密密閉閉閉型型型ののの洗洗洗浄浄浄容容容器器器ををを使使使うううこここととと。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

悪悪悪条条条件件件下下下ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合
重重重要要要 以以以下下下のののよよようううななな条条条件件件ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、保保保守守守間間間隔隔隔ををを通通通常常常ののの半半半分分分ににに短短短縮縮縮ししし、、、よよよりりり頻頻頻繁繁繁ななな整整整備備備ををを行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい

• 砂漠、荒れ地での作業

• 酷寒地気温10℃以下での作業

• トレーラ作業

• 非常にホコリの多い条件下での頻繁な使用

• 建設現場での使用

• 泥、砂、水などの悪条件下で長時間使用した場合は、直後にブレーキの洗浄と点検を行う。これにより
無用な摩耗を防止することができる。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
整備作業の多くは、荷台の昇降作業を伴います。万一の人身事故を未然に防止するため、必ず以下の注意
を厳守してください。

警警警告告告
整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトももも空空空にににすすするるる。。。まままたたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを一一一杯杯杯ににに
伸伸伸ばばばししし、、、安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定しししててておおおくくくこここととと。。。

安安安全全全サササポポポーーートトトののの使使使いいい方方方
重重重要要要 サササポポポーーートトトののの取取取りりり付付付けけけ取取取りりり外外外しししははは必必必ずずず荷荷荷台台台外外外
側側側かかかららら行行行ううう。。。

1. 荷台を上げ、シリンダが完全に伸びたのを確
認する。

2. ROPSパネルの後ろについている保管用ブラ
ケットから荷台サポート安全サポートを取り
外す図 30。

図図図 30

1. 安全サポート

3. サポートをシリンダロッドにはめ込み、安全
サポートの端部でシリンダバレルの端とシリ
ンダロッドの端を確実に支える図 31。

図図図 31

1. 安全サポート 3. 荷台

2. シリンダバレル

4. 荷台を下げる時は、安全サポートを取り外し
て元の位置ROPSパネル後ろ保管用ブラケッ
トに収納する。

注注注意意意
安安安全全全サササポポポーーートトトをををシシシリリリンンンダダダににに取取取りりり付付付けけけたたたまままままま
ででで荷荷荷台台台ををを下下下げげげよよようううとととしししななないいいこここととと。。。
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フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取外外外ししし
1. エンジンを始動し、油圧昇降レバーで荷台を

降下させてスロットの中でシリンダが遊んで
いる状態にする。

2. 昇降レバーから手を離し、エンジンを停止す
る。

3. シリンダの外側端部からリンチピンを外す(図
32)。

図図図 32

1. シリンダロッドの端部 4. リンチピン

2. 荷台取り付けプレート 5. 後ろのスロットフルサイズ
荷台用

3. クレビスピン 6. 前のスロット2/3 荷台用

4. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプレー
トのスロットに固定しているクレビスピンを
外す(図 32).

5. ピボットブラケットをフレームに固定してい
るリンチピンとクレビスピンを外す(図 32)。

6. 荷台を外す。

注注注意意意
フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約148 kgののの重重重量量量がががああありりり、、、
一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。必必必
ずずず 2人人人まままたたたははは 3人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを
使使使うううこここととと。。。

7. シリンダを格納用クリップで固定する。

8. 油圧昇降レバーを誤って操作しないように、
ロックしておく。

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取付付付けけけ
注注注 荷台に側板を取り付ける場合は、先に側板を取
り付けてから荷台を車両に取り付けると楽に作業
ができます。

注注注 後部のピボットプレートは下端を後部に向けて
荷台フレームチャネル鋼材にボルトで固定されて
います図 33。

図図図 33

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビスピン

2. 機体フレームのチャネル鋼 5. リンチピン

3. ピボットプレート

注注注意意意
フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約148 kgののの重重重量量量がががああありりり、、、一一一人人人
ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。必必必ずずず 2人人人まままたたた
ははは 3人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使うううこここととと。。。

注注注 スペーサブラケットとウェアブロック図 34は
キャリッジボルトで固定しますが、このボルトは必
ず頭を機械内側に向けてください。
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図図図 34

1. ウェアブロック 3. キャリッジボルト

2. スペーサブラケット

1. シリンダが完全に縮んだのを確認する。

2. 荷台を慎重に車両フレームの上に載せる 後部
にある荷台のピボットプレートの穴とリアフ
レームチャネル鋼材の穴を揃えて、クレビス
ピンとリンチピン各2個を取り付ける図 34。

3. 荷台を下げた状態のまま、各シリンダロッド
端部を荷台取り付けプレートのスロットに固
定する クレビスピンとリンチピンを使用。

4. クレビスピンは荷台の外側から差し込み、リ
ンチピンが荷台の外側に向いているようにす
る図 34)。

注注注後ろ側のスロットはフルサイズ荷台の取付け
用で、前側のスロットは2/3荷台の取付け用。

注注注 エンジンを掛けてシリンダを伸縮させない
と穴の位置が揃わないことがあります。

注注注 使っていない穴をボルトとナットでふさ
いでおくと、組立て時の間違いを防ぐことが
できます。

5. エンジンを掛け、油圧昇降レバーを操作して
荷台を上げる。

6. 昇降レバーから手を離し、エンジンを停止す
る。

7. 荷台の安全サポートを取り付けて、誤って荷
台が下がってこないようにしておく 安全サ
ポートの使い方 (ページ 34)を参照。

8. クレビスピンの内側の端部にリンチピンを取
り付ける。

注注注 荷台にテールゲート自動開放装置を搭載し
ている場合は、必ずリンチピンを取り付ける
前に、フロントダンプ・リンクロッドが左側
のクレビスピンの内側にきていることを確認
してください。

車車車体体体をををジジジャャャッッッキキキででで持持持ちちち上上上げげげるるる場場場合合合

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキににに載載載っっっててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、万万万
一一一外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる危危危
険険険ががが大大大きききいいい。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態でででははは車車車両両両ををを始始始動動動ししし
ななないいい。。。

• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずスススイイイッッッチチチかかからららキキキーーー
ををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを掛掛掛けけけ
るるる。。。

• ジャッキアップした状態でエンジンを始動して
はならないエンジンの振動や車輪の回転によっ
て車体がジャッキから外れる危険がある。

• ジャッキアップした車体の下で作業するとき
は、必ずスタンドで車体を支えておくこと。万
一ジャッキが外れると、下にいる人間に怪我を
負わせる危険が大きい。

• 車両前部をジャッキアップする時は必ず 5×10
cm程度の木片等をジャッキとフレームの間に
かませる。

• 車両前部のジャッキポイントは前中央のフレー
ムサポート図 35、後部のジャッキポイントはア
クスル下図 36にある。

図図図 35

1. 車体前部のジャッキアップポイント
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図図図 36

1. 車体後部のジャッキアップポイント

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
1. ヘッドライトの開口部でフードをつかみ、

フードを持ち上げて、下側の取り付けタブを
フレームの穴から外す図 37。

図図図 37

1. フード

2. フードの下側を手前に持ち上げてから下に
引っ張り、上側の取り付けタブをフレームの
穴から外す図 37。

3. フードの上側を手前に倒し、ヘッドライトか
らワイヤコネクタを抜く図 37。

4. フードを外す。

フフフーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. ライトを接続する。

2. 上側の取り付けタブをフレームの穴に差し込
む。

3. 下側の取り付けタブをフレームの穴に差し込
む。

4. フードが上下左右の溝にしっかりはまってい
ることを確認する。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと 過酷な条件で使用してい

る場合はより頻繁な潤滑が必要

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2汎用
リチウム系グリスを注入します。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• ボールジョイント4、タイロッド2、ピボットマ
ウント2、ステアリングシリンダ2図 38

• スプリングタワー2図 39

• クラッチ1、アクセル1、ブレーキ1図 40

• Uジョイント18、4輪駆動シャフト3図 41

重重重要要要 ドドドララライイイブブブシシシャャャフフフトトトとととユユユニニニバババーーーサササルルルシシシャャャフフフトトトベベベ
アアアリリリンンングググのののクククロロロススス部部部分分分でででははは、、、つつつのののカカカッッップププ全全全部部部かかからららグググ
リリリスススがががはははみみみ出出出てててくくくるるるまままでででグググリリリスススををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

1. 異物を押し込んでしまわないよう、各グリス
ニップルをきれいに拭く

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 38

図図図 39

図図図 40
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図図図 41
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—エアフィルタ

の整備時期インジケータの表示を
チェックする。

25運転時間ごと

600運転時間ごと—安全エアフィルタを交換す
る。 ちりやほこりの多い環境で使用してい
る場合はより頻繁に

定期的にエアクリーナとホースアセンブリを点検
し、エンジンの保護と寿命の安定をはかってくださ
い。エアクリーナ本体にリーク原因となりそうな
傷がないか点検してください。ボディーが破損し
ている場合は交換してください。

エアクリーナのフィルタの点検・交換は以下の要
領で行います

1. エアクリーナのラッチを外し、ボディーから
カバーを抜き出す図 42。

図図図 42

1. エアクリーナのカバー 2. フィルタ

2. ダストカップ側をひねって開き、内部にある
ゴミを捨てる。

3. 次フィルタをゆっくり引き抜くようにしてエ
ア・クリーナのボディーから外す図 42。

注注注 ボディの側面にフィルタをぶつけないよ
うに注意すること。

注注注 1次フィルタは清掃しないでください。

4. 安全フィルタは、交換するとき以外は外さな
い。

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタががが汚汚汚れれれててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、次次次
フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいままますすすかかかららら両両両方方方のののフフフィィィルルル
タタタををを新新新しししいいいももものののににに交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. 新しいフィルタの外側から照明を当ててフィル
タの内側を点検し、傷などがないか確認する。

注注注 フィルタに穴があいているとその部分が
明るく見える。

注注注 破れや油汚れ、ゴムシールの傷がないか点
検する。破損しているフィルタは交換する。

6. 安全フィルタを交換する場合には、十分に注意
しながら、フィルタのボディに挿入する図 42。

注注注 エアフィルタのハウジング内部にほこりを
落とさないように充分注意してください。

注注注 エンジンを保護するため、必ず両方のエ
アフィルタを取り付け、カバーをつけて運転
してください。

7. 1次フィルタをゆっくり押し込むようにして安
全フィルタの上から取り付ける図 42。

注注注 一次フィルタの外側リムをしっかり押さえ
て確実に装着してください。

8. 上下方向を間違えないように、エアクリーナカ
バーを正しく取り付け、ラッチを掛ける図 42。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

100運転時間ごと

オオオイイイルルルののの量量量 3.2リットル

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ ディーゼルエンジン用洗浄性オイ
ルAPI規格 CH-4またはそれ以上

オオオイイイルルルののの粘粘粘度度度 図 43に示す図から使用環境の外気温
度に合わせて適切な粘度を選択する。

図図図 43

1. 荷台を上げ、サポートを取り付けて、荷台を
固定する。

2. ドレンプラグを外してオイルを容器に受ける
図 44。
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図図図 44

1. エンジンオイルのドレンプラグ

3. オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

4. オイルフィルタを外す図 45。

図図図 45

1. エンジンオイルのフィルタ

5. 新しいフィルタのシールに薄くエンジンオイ
ルを塗って取り付 ける。

6. ガスケットが取り付けプレートに当たるまで
手で回して取り付け、そこから更に1/2-2/3回
転増し締めする。

注注注 締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

7. クランクケースにオイルを入れる エンジンオ
イルの量を点検する (ページ 19)を参照。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料ララライイインンンととと接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到
達した方

燃料ラインの劣化・破損状況やゆるみが出ていない
か点検を行ってください。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタ・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタ・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタかかからららののの水水水抜抜抜ききき

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—水セパレータ
の水抜きと異物の除去。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく図
46。

2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水
や異物を流し出す。

図図図 46

1. 燃料フィルタ水セパレータのキャニスタ

3. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。
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燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタのののキキキャャャニニニスススタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと—燃料フィルタのキャ
ニスタは所定時期に交換してくだ
さい。

1. 水セパレータからの水抜きを行う 燃料フィル
タ・水セパレータからの水抜き (ページ 41)を
参照。

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐ
う図 46。

3. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに
拭く。

4. ガスケットにきれいなオイルを薄く塗る。

5. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

6. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズはダッシュパネルの中央下にあります図
47と図 48。

図図図 47

1. ヒューズ

図図図 48

1. 電源ソケット 10A 5. ヘッドライト, ブレーキ 15A
2. 電源スイッチ 10A 6. ハザード 10A
3. 燃料ポンプ, 速度規制ス

イッチ 10A
7. 4WD, トランスミッション 10A

4. ホーン, 電源ソケット 15A
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救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジンンンののの
始始始動動動

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーー連連連結結結ににによよよるるるエエエンンンジジジンンン始始始動動動ははは危危危険険険ををを伴伴伴
ううう作作作業業業ででであああるるる。。。人人人身身身事事事故故故ややや電電電気気気系系系統統統ののの破破破損損損ををを防防防
止止止すすするるるたたためめめににに、、、以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守っっっててて行行行うううこここととと

• 救救救援援援用用用のののバババッッッテテテリリリーーーののの電電電圧圧圧がががDC 15 Vををを超超超えええ
ななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる こここれれれ以以以上上上ののの電電電圧圧圧でででははは
ワワワーーークククマママンンン側側側ののの電電電気気気系系系統統統ががが破破破損損損すすするるる。。。

• 凍凍凍結結結しししたたたバババッッッテテテリリリーーーにににははは絶絶絶対対対ににに接接接続続続しししてててははは
ななならららななないいい。。。作作作業業業中中中ににに破破破裂裂裂ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすす危危危
険険険がががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり扱扱扱いいいににに関関関すすするるる通通通常常常ののの注注注意意意
事事事項項項ををを守守守っっっててて作作作業業業ををを行行行うううこここととと。。。

• 救救救援援援車車車とととワワワーーークククマママンンンををを直直直接接接接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
ううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの極極極性性性ををを間間間違違違えええててて接接接続続続
すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ののの破破破壊壊壊ややや人人人身身身事事事故故故なななどどどををを起起起
こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. バッテリーカバーをたわめて、タブをバッテ
リーベースから外し、カバーをバッテリーか
ら取り外す図 49。

図図図 49

1. バッテリーカバー

2. 2台のバッテリーのプラス端子同士をブース
タケーブルでつなぐ図 50。端子を必ず確認す
ること バッテリーカバーの「」の印で確認
できることが多い。

3. もう 1本のケーブルを救援車のバッテリーの
マイナス端子につなぐ。

注注注 バッテリーのマイナス端子の表示を必ず
確認すること。

注注注 このケーブルの他端は、ワークマンのバッ
テリーあがっている方のバッテリーに直結す
るのでなく、エンジンとフレームに救援用ケー
ブルを接続する。但しエンジンの燃料供給部
に接続しないこと。

図図図 50

1. バッテリー

4. 救援側の車両のエンジンを始動する。

注注注 エンジンを始動してから数分間待ち、それ
から救援される側のエンジンを始動する。

5. ケーブルを外す時は、まずマイナスケーブル
をエンジンから先に外し、次にバッテリーの
マイナス端子から外す。

6. バッテリーベースにバッテリーカバーを取り
付ける。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—バッテリー液の量を点

検する 格納中は30日ごとに

50運転時間ごと—バッテリーケーブルの接
続状態を点検する。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは
鉛鉛鉛ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここ
すすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは

手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。
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危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

• バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維
持してください。

• バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に
浸したブラシで定期的に清掃してください 清
掃後は表面を水で流して下さい清掃中はセル
キャップを外さないでください

• バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよ
う端子にしっかりと固定してください

• 端子が腐食した場合はバッテリーカバーを外
し、ケーブルを外しマイナスケーブルから先に
外すこと、クランプと端子とを別々に磨いてく
ださい磨き終わったらケーブルをバッテリーに
接続しプラスケーブルから先に接続すること、
端子にはワセリンを塗布してください

• 各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない
水を電解液適正レベルまで補給してください。
水を補給するときは上限各セルの内側の線の下
端を超えないように注意してください。

• 高温環境下で保管すると涼しい場所で保管する
よりもバッテリーは早く放電します

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

フフフロロロンンントトト・・・デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルのののオオオイイイ
ルルルののの交交交換換換4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Mobil 424油圧
オイル

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. デファレンシャル側面にあるドレンプラグの
周辺をウェスできれいにぬぐう図 51。

3. ドレンプラグの下にオイルを受ける容器をお
く。

図図図 51

1. 補給・点検プラグ 2. ドレンプラグ

4. ドレンプラグを外してオイルを容器に受ける。

5. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取り
付け、締めつける。

6. デファレンシャルの下部についている補給・
点検プラグの周囲をきれいに拭く。

7. 補給・点検プラグを外し、プラグの穴の高さ
までオイルを入れる。

8. 補給・点検プラグを取り付ける。

風風風速速速安安安定定定ボボボッッックククスススののの点点点検検検4輪輪輪駆駆駆動動動
モモモデデデルルルのののみみみ
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

風速安定ボックスに割れや穴、接続部のゆるみがな
いか点検する。破損個所を発見した場合には、トロ
のディストリビュータに修理を依頼する。

シシシフフフトトトケケケーーーブブブルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間
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200運転時間ごと

1. シフトレバーをニュートラル位置にする。

2. シフトケーブルをトランスアクスルのシフト
アームに固定しているクレビスピンを取る図
52。

図図図 52

1. シフトアーム速・後退 3. シフトアームハイ・ロー

2. シフトアーム速・速

3. クレビスのジャムナットをゆるめて、各クレビ
スを調整する トランスアクスルのシフトアー
ムの穴の前と後ろでケーブルの遊びが等しくな
るようにする前後それぞれの方向でトランス
アクスル・レバーの遊びを吸収するように。

4. 調整が終わったらクレビスピンを取り付けて
ジャムナットを締め付ける。

ハハハイイイロロローーー切切切りりり替替替えええケケケーーーブブブルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. ハイ・ロー切り替えケーブルをトランスアクス
ルに固定しているクレビスピンを取る図 52。

2. クレビスのジャムナットをゆるめて、クレビ
スの穴とトランスアクスルブラケットの穴を
揃える。

3. 調整が終わったらクレビスピンを取り付けて
ジャムナットを締め付ける。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッッククク・・・ケケケーーーブブブルルル
ののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. デファレンシャルロックレバーを解除位置に
する。

2. デファレンシャルロックケーブルをトランス
アクスルのブラケットに固定しているジャム
ナットをゆるめる図 53。

図図図 53

1. デファレンシャルロック・
ケーブル

3. スプリング

2. トランスアクスルブラケット 4. 0.25-1.5 mmの隙間

3. スプリングのフックとトランスアクスルのレ
バーの穴の外縁との間が 0.25-1.5 mmになるよ
う、ジャムナットで調整する。

4. 調整が終わったらジャムナットを締めつける。

タタタイイイヤヤヤののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムが破
損したり、トーインが狂ったりする可能性があり
ますから、このような事故の後では必ず点検して
ください。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保ってく
ださい。空気圧が適正でないと、タイヤの摩耗が
通常より早くなります。

図 54は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

図図図 54

1. 空気圧不足のタイヤ

図 55は空気圧過多で生じる磨耗の例です。
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図図図 55

1. 空気圧が高すぎるタイヤ

前前前輪輪輪ののの整整整列列列ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. タイヤをまっすぐ前に向ける。

2. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間
距離を測るアクスルの高さ位置で計測図 56。

注注注 前後での計測値の差が 0±3 mmの範囲内で
あれば適切である。タイヤを90°回し、同じよ
うに計測して確認する。

重重重要要要 計計計測測測はははタタタイイイヤヤヤののの同同同じじじ位位位置置置ででで行行行っっってててくくくだだださささ
いいい。。。車車車両両両ははは平平平らららななな場場場所所所ににに停停停めめめるるるこここととと、、、まままたたたタタタ
イイイヤヤヤはははまままっっっすすすぐぐぐ前前前ににに向向向けけけるるるこここととと。。。

図図図 56

1. 機体正面 3. 中心線から中心線までの
距離

2. タイヤの前後での差が 0 ±
3 mm

3. 中心線から中心線までの距離は以下の手順で
調整します

A. タイロッドの中心についているジャムナッ
トをゆるめる図 57。

図図図 57

1. タイロッド 2. ジャムナット

B. タイロッドを回して前タイヤを内向き方
向または外向き方向に動かし、タイヤの中
央線間距離が所定の値になるようにする。

C. 正しく調整できたら、タイロッドのジャ
ムナットを締める。

D. タイヤが左右に同じだけ切れることを確
認する。

注注注 タイヤの切れ角度が左右で等しくない
場合には、サービスマニュアルを参照し
て調整する。
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却部部部ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 ほこりの多い環

境で使用している場合はより頻繁
な清掃が必要。

1. エンジンを停止させ、エンジン部を丁寧に清
掃する。

2. ラジエタースクリーンのラッチを外して、ラ
ジエター前面から外す図 58。

図図図 58

1. ラジエタースクリーン

2. ラッチ

3. ラッチを外し、オイルクーラを装備している
場合にはそれを倒してラジエターから遠ざけ
る図 59。

図図図 59

1. ラジエターハウジング 3. ラッチ

2. オイルクーラ

4. ラジエターとオイルクーラ、スクリーンを圧
縮空気でていねいに洗浄する。

注注注 圧縮空気でごみを吹き飛ばしてください。
ラジエターの表面の清掃には水を使用しない
でください。

5. クーラとスクリーンをラジエターに取り付け
る。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却液液液ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く

到達した方

冷冷冷却却却液液液のののタタタイイイプププ水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液

1. 平らな場所に駐車する。

2. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、サポートを
取り付けて、荷台を固定する。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで15分分分ぐぐぐ
らららいいい待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるよよよううう
にににすすするるるこここととと。。。

• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを
使使使いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががららら
ゆゆゆっっっくくくりりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

3. ラジエターキャップを取る。

図図図 60

1. ラジエターのキャップ

4. 冷却液タンクのキャップを取る図 61。
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図図図 61

1. 冷却液タンクのキャップ

2. 補助タンク

5. 下側のラジエターホースを外して、冷却液を
容器に回収する。

6. 冷却液が抜けたら下側のラジエターホースを
接続する。

7. 冷却液ドレンプラグエンジン下を開き、冷却
液を容器に受ける。

8. 冷却液が抜けたらドレンプラグを取り付ける。

9. 水とエチレングリコール不凍液の50/50混合液
をゆっくりと注入する。

10. ラジエターキャップを取りつける。

11. 補給口の首の根元まで冷却液を入れる。

12. エンジンを始動し、アイドリングさせる。

13. 空気が抜けて液面が下がったら、再び補給口
の首の根元まで冷却液を入れる。

注注注 エンジンの温度を上げすぎないでくださ
い。通常運転時まで上げる必要はありません。

14. 冷却液タンクにキャップを取り付ける。

15. 車両を走らせて、エンジンの温度を通常運転
時まで上げる。

16. マシンを停止させ、機体が冷えるまで待つ。

17. 冷却液の量を再点検し、必要に応じて補給す
る。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間

200運転時間ごと

1. 駐車ブレーキレバーのゴム製グリップをはず
す図 62。

図図図 62

1. 駐車ブレーキレバー 2. グリップ

2. ブレーキレバーに調整ノブを固定している固
定ネジをゆるめる(図 63)。

3. ノブを回し、20-22 kg程度の力でブレーキを作
動させられるように調整する。

図図図 63

1. 駐車ブレーキレバー 3. 固定ネジ

2. ノブ

4. 調整が終わったら固定ネジを締める。

注注注 レバーの調整しろが足りない場合は、レ
バーを調整の中央までゆるめてから後ろのケー
ブルを調整し、手順3をもう一度行う。

5. 駐車ブレーキレバーにゴム製グリップを取り
付ける。
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ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

注注注 前のフードを外すと調整作業がやりやすくなり
ます。

1. マスターシリンダ・ヨークをブレーキペダル
のピボットに固定しているコッターピンとク
レビスピンを取る図 64。

図図図 64

1. マスターシリンダのヨーク 2. ブレーキペダルのピボット

2. ブレーキペダル図 65を持ち上げてフレーム
に接触させる。

3. ヨークをマスターシリンダ・シャフトに固定
しているジャムナットをゆるめる図 65。

4. ヨークを調節してヨークの穴とブレーキペダ
ルのピボットの穴を揃える。

5. ヨークをペダルのピボットに固定する クレビ
スピンとコッターピンを使用。

6. ヨークをマスターシリンダ・シャフトに固定
しているジャムナットを締める。

注注注正しく調整できると、ブレーキのマスターシ
リンダに力が掛かっていない状態になります。

図図図 65

1. クラッチペダル 3. アクセルペダル

2. ブレーキペダル
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8時間—オルタネータ・

ベルトの状態と張りを点検する。

200運転時間ごと—オルタネータ・ベルトの状
態と張りを点検する。

1. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、伸ばした昇
降シリンダにサポートを取り付けて、荷台を
固定する。

2. クランクシャフトとオルタネータのプーリ間
の中央でベルトを指で押してベルトの張りを
点検する 押す力は10 kg程度(図 66)。

注注注 新しいベルトの場合は 8-12 mm程度のたわ
みが出るのが適正である。

注注注 古いベルトの場合は 10-14 mm程度のたわ
みが出るのが適正である。たわみの量が適正
でない場合は以下の手順へ進む。適正であれ
ば調整は不要です。

3. ベルトの張りの調整は以下のように行います

A. オルタネータの取り付けボルト2本をゆる
める図 66。

図図図 66

1. オルタネータベルト 2. オルタネータの取り付けボ
ルト

B. エンジンとオルタネータの間にバールを
入れて適当な張りに調整し、取り付けボ
ルトを締め付ける図 66。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルルののの調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、

駐車ブレーキを掛ける。

2. アクセルペダルの中央部を 11.3 kgの力で踏ん
だときに、ペダルと床のすきまが 2.546.35 mm
となるようにアクセルケーブル図 67のボール
ジョイントを調整する図 68。

注注注 作業はエンジンを停止し、リターン・スプ
リングを取り付けた状態で行います。

3. ロックナットを締めつける図 67。

1 2
G019537

図図図 67

1. ロックナット 2. アクセルケーブル

図図図 68

1. 2.546.35 mm のすき間

重重重要要要 ハハハイイイアアアイイイドドドルルル速速速度度度ははは最最最大大大ででで3,650 rpmででですすす。。。ハハハ
イイイアアアイイイドドドルルルススストトトッッップププははは調調調整整整しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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クククラララッッッチチチペペペダダダルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

注注注クラッチペダル・ケーブルはベルハウジングでも
クラッチペダル・ピボットでも調整することができ
ます。フロントフードを外すとペダルピボットに手
が届きやすくなります。

1. クラッチケーブルをベルハウジング上のブラ
ケットに固定しているジャムナットをゆるめ
る図 69。

図図図 69

1. クラッチケーブル 3. リターンスプリング

2. ジャムナット 4. ボールジョイント

注注注 さらに調整が必要な場合は、ボールジョイ
ントを外して回しても構いません。

2. クラッチレバーからリターンスプリングを外
す。

3. ジャムナットまたはボールジョイントを調整
する 1.8 kgの力でクラッチペダルを踏んだ時に
ペダルの裏面の下端が床のダイヤモンド柄の
頂部から 9.5 ± 0.3 cmになるようにする図 70。

図図図 70

1. クラッチペダル 2. 9.5 ± 0.3 cm

注注注 クラッチリリース・ベアリングがプレッ
シャ・プレートのフィンガーに軽く触れるよ
うに力を掛けます。

4. 調整ができたらジャムナットを締めて調整を
固定する。

5. ジャムナットを締めた後で測定して、正しく
9.5 ± 0.3 cmに調整できていることを確認する。

注注注 必要に応じて再調整する。

6. リターンスプリングをクラッチレバーに取り
付ける。

重重重要要要 ジジジャャャムムムナナナッッットトトををを締締締めめめたたた後後後、、、ロロロッッッドドドののの端端端
部部部がががねねねじじじれれれずずずにににぴぴぴっっったたたりりりボボボーーールルルににに当当当たたたりりり、、、ククク
ラララッッッチチチペペペダダダルルルととと平平平行行行ににになななっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい図図図 71。。。

図図図 71

1. クラッチケーブルのロッド
の端部

3. ロッド端部のジャムナット

2. クラッチペダル 4. 平行

注注注 クラッチの遊びは絶対に 19 mmよりも小さ
くしないでください。

速速速度度度表表表示示示単単単位位位ののの切切切替替替えええ
スピードメータの表示単位をMPHマイル毎時から
KPHkm毎時に、またKPHからMPHに、切り替える
ことができます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. フードを外す フードの外しかた (ページ 37)を
参照。

3. 速度計のそばに接続されていないワイヤ2本を
探す。

4. コネクタプラグをハーネスワイヤから外して、
2本のワイヤをいっしょに接続する。

注注注 速度計の表示単位がKPMに、またはMPH
に切り替わる。

5. フードを取り付ける。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換とととススストトトレレレーーーナナナ
ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量約 7リットル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Dexron III ATF

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. 油圧オイルタンクの側面にあるドレンバルブ
をゆるめ、流れ出すオイルを容器に受ける(図
72)。

図図図 72

1. 油圧オイルタンク 2. ドレンプラグ

3. タンク側面のストレーナについている油圧
ホースと90°フィッティングの向きを確認記憶
する図 73。

4. 油圧ホースと90度フィッティングを外す。

5. ストレーナを外し、裏側から溶剤で洗浄する。

注注注 取り付ける前に自然乾燥させる。

図図図 73

1. 油圧オイルストレーナ

6. ストレーナを取り付ける。

7. ストレーナに接続する油圧ホースと 90°ィッ
ティングも元通りの向きに取り付ける。

8. ドレンプラグを取り付け、締め付ける。

9. 約 7リットルの油圧オイルを入れる トラン
スアクスル/油圧オイルの量を点検する (ペー
ジ 22)を参照。

10. エンジンを始動させて運転を行い、システム
全体にオイルを行き渡らせる。

11. オイルの量を点検し、必要に応じて補給する。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷
すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間

800運転時間ごと

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器
ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. フィルタ取り付け部の周辺をウェスできれい
にぬぐう。

3. フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを
外す図 74。
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図図図 74

1. 油圧フィルタ 2. ハイ・フロー油圧フィルタ

4. 新しいフィルタのガスケットにオイルを塗る。

5. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

6. ガスケットが取り付けプレートに当たるまで
手で回して取り付け、そこから更に1/2回転
増し締めする。

7. エンジンを始動して2分間運転し、システム内
のエアをパージする。

8. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、
オイル漏れがないか調べる。

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタ
ののの交交交換換換TC モモモデデデルルルのののみみみ
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間—ハイ・フロー

油圧オイルのフィルタを交換する
TCモデルのみ。

800運転時間ごと—ハイ・フロー油圧オイルと
フィルタを交換するTCモデルのみ。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量約 15リットル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toroプププレレレミミミ
アアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルル19リットル缶または 208リットル
缶。パーツカタログまたは代理店でパーツ番号を
ご確認ください。

トロ純正品が入手できない場合Toroのオイルが入
手できない場合は、以下に挙げる特性条件および
産業規格を満たすオイルを使用することができま
す。オイルの専門業者と相談の上、適切なオイルを
選択してください

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお
使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動
液液液, ISO VG 46

物物物性性性

• 粘性, ASTM D445 cSt @ 40°C 4448 cSt @ 100°C 7.98.5
• 粘性インデックス ASTM D2270 140152
• 流動点, ASTM D97 –35°F–46°F

• FZG,フェール・ステージ—11またはそれ以上

• 水分含有量新しいオイルで500 ppm最大

産産産業業業規規規格格格

Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison HF-0, Vickers
35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、
そのためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧
オイル用の着色剤20 ml をお使いいただくと便利
です。瓶入り1瓶で15-22リットルの油圧オイルに
使用できます。パーツ番号は P/N 44-2500 ご注文
は Toro代理店へ。

注注注 オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全
体を洗浄する必要がありますので弊社代理店にご
連絡ください。汚染されたオイルは乳液状になっ
たり黒ずんだ色になったりします。複数のアタッ
チメントを使用している場合は、異なる油圧オイ
ルが混ざることでオイルの汚染が通常より早くな
ることがあるため、整備間隔を短くしなければな
らないことがあります。

1. ハイ・フロー・フィルタを取り付けている周
辺をウェスできれいにぬぐう図 74。

2. フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを
外す。

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換す
る場合には、フィルタに入るラインに栓をし
てください。

3. 新しいフィルタのガスケットをオイルで湿し、
ガスケットがフィルタヘッドに当たるまで手で
回し入れる。その状態からさらに 3/4回転締め
付ける。これでフィルタは十分に密着する。

4. 油圧オイルタンクに約 15リットルの油圧オ
イルを入れる。

5. エンジンを始動させ、約 2分間のアイドリン
グを行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部
にたまっているエアを逃がす。

6. エンジンを止め、油量を点検する。

7. オイルの量が適正であることを確認する。

8. 抜いたオイルは適切に廃棄処理する。

緊緊緊急急急時時時ののの荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方
荷台が上がらなくなった時にはスタータを使うか、
もう一台のワークマンの油圧装置を使うかして上げ
ることができます。

スススタタターーータタタををを使使使っっったたた荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方

昇降レバーを上昇位置にした状態でスタータモータ
を回せば荷台を上げることができます。但し、ス
タータは10秒間以上連続で回さないでください 15
秒使用したら 60秒休んでください。クランキング
できない時は、積み荷を降ろして荷台アタッチメン
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トを外し、エンジンまたはトランスアクスルの整備
を行う必要があります。

別別別のののワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧装装装置置置ををを使使使っっったたた荷荷荷台台台
ののの上上上げげげ方方方

注注注意意意
整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここ
ととと。。。荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアアタタタッッッチチチ
メメメンンントトトももも空空空ににに無無無負負負荷荷荷状状状態態態にににしししてててくくくだだださささいいい。。。ままま
たたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸ばばばししし、、、安安安全全全サササ
ポポポーーートトトででで固固固定定定しししててておおおくくくこここととと。。。

こここののの方方方法法法にににははは本本本体体体側側側のののカカカッッップププラララににに合合合うううクククイイイッッックククカカカッッッ
プププラララののの付付付いいいたたた油油油圧圧圧ホホホーーーススス片片片側側側にににオオオスススのののカカカッッップププラララ、、、ももも
ううう一一一方方方にににメメメスススのののカカカッッップププラララががが 2本本本必必必要要要ででですすす。。。

1. もう一台のワークマンを、故障しているワー
クマンに背中合わせに寄せる。

重重重要要要ワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧シシシススステテテムムムにににはははDexron III
ATFオオオイイイルルルををを使使使用用用しししててていいいままますすす。。。油油油圧圧圧装装装置置置ののの汚汚汚
染染染ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、2台台台のののワワワーーークククマママンンン救救救援援援車車車ととと故故故障障障
車車車ががが共共共ににに同同同じじじオオオイイイルルルををを使使使用用用しししててていいいるるるここことととををを必必必
ずずず確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. それぞれの車両で、クイックカップラホー
ス2本を、カップラブラケットのホースから
外す図 75。

図図図 75

1. クイックカップラ・ホース A
2. クイックカップラ・ホース B

3. 故障しているワークマンのカップラホース
に、救援用ホース 2本を接続する図 76。

4. 使用しないフィッティングにはキャップをか
ぶせておく。

図図図 76

1. 外したホース 2. 救援用ホース

5. 救援側のワークマンのカップラブラケットの
にまだついているカップラに、救援用ホース
を接続する上のホースは上のカップラに、下
のホースは下のカップラに接続する図 77。

6. 使用しないフィッティングにはキャップをか
ぶせておく。

G019543
1

図図図 77

1. 救援用ホース

7. 周囲から人を遠ざける。

8. 救援車のエンジンを始動し、油圧昇降レバー
を「上昇」位置にすると、故障側の荷台が持
ち上がる。

9. 油圧レバーをニュートラル位置にしてレバー
をロックする。

10. 伸ばした昇降シリンダに、荷台サポートを取
り付ける 安全サポートの使い方 (ページ 34)を
参照。

注注注 両方の車両のアタッチメントとエンジンを
停止させた状態で、油圧昇降レバーを数回前
後に動かし、内部の圧力を解放するとクイッ
クカップラが外しやすくなります。

11. 作業が終わったら救援ホースを外し、各ワー
クマンの油圧ホースを元通りに接続する。

重重重要要要 両両両方方方ののの車車車両両両とととももも、、、運運運転転転ををを再再再開開開すすするるる前前前ににに必必必
ずずず油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
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洗洗洗浄浄浄

車車車体体体ををを清清清掃掃掃すすするるる
必要に応じて洗車してください。柔らかい布などを
使い、水または水と洗剤で洗浄します。 ウェスを
使えますが、フードの表面のツヤがなくなる場合
があります。

重重重要要要 高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄機機機ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。圧圧圧力力力洗洗洗
浄浄浄機機機ににによよよっっっててて電電電装装装部部部ややや潤潤潤滑滑滑部部部ににに水水水ががが浸浸浸入入入すすするるるととと、、、問問問
題題題ががが起起起こここりりりやややすすすくくくなななりりりままますすす。。。まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルル
パパパネネネルルル、、、エエエンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー付付付近近近ににに大大大量量量ののの水水水ををを
かかかけけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車ををを行行行わわわななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車すすするるる
とととエエエンンンジジジンンン内内内部部部ををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

エンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. エンジンのシリンダヘッドや冷却フィン、ブロ
アハウジングをふくめた車両全体を洗浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統やややグググリリリ
ススス部部部へへへ水水水ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、
コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、エエエンンンジジジ
ンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいよよよううう
にににしししてててくくくだだださささいいい。。。

3. ブレーキを点検する ブレーキオイルの量の点
検 (ページ 24)を参照。

4. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整
備 (ページ 40)を参照。

5. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を
防水テープでふさぐ。

6. 機体のグリスアップを行う ベアリングとブッ
シュのグリスアップ (ページ 38)を参照。

7. エンジンオイルを交換する エンジンオイルと
フィルタの交換 (ページ 40)を参照。

8. 燃料タンクから燃料を抜き取り、きれいな燃
料で内部を洗浄する。

9. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

10. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検
する (ページ 24)を参照。

11. 冷却水エチレングリコール不凍液と水との
50/50混合液の量を点検し、凍結を考慮して必
要に応じて補給する。

12. 車体からバッテリーを外し、電解液の量を点
検し、フル充電する バッテリーの整備 (ペー
ジ 43)を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリーケーブルを外し
ておいてください。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。フフフ
ルルル充充充電電電しししたたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4°Cでででほほほ
ぼぼぼ 50日日日間間間電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。保保保管管管場場場所所所ののの気気気温温温
がががそそそれれれよよよりりりももも高高高いいい場場場合合合にににははは 30日日日ごごごとととににに再再再充充充電電電
しししてててくくくだだださささいいい。。。
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13. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。破損個所はすべて修理
する。

14. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理
をする。

ペイントは Toro代理店で入手することがで
きる。

15. 汚れていない乾燥した場所で保管する。

16. 機体にはカバーを掛けておく。
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Toro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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